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［テーマ］

とうきょうの災害対策
甚大な被害をもたらした関東大震災から100年が経過した東京。

今号では、各自治体が進める震災の教訓継承や地域特性を踏まえた設備の整備など、
これからの災害対策についてご紹介します。

［帰宅困難者対策］ 台東区
台東区には、通勤や通学、観光や買物などで、毎日多くの人々が訪れます。
ひとたび大震災が発生すると、交通機関の運休に伴い、多数の帰宅困難者が発生し、駅周辺などは大規模な混乱状態となり、火災

などによる危険にさらされるだけでなく、救助活動等にも支障が生じる可能性があります。
区では、ターミナル駅周辺などの混乱防止を図るため、一斉帰宅抑制などについて周知するなど、事業所への帰宅困難者対策の啓

発を行っています。
また、災害発生時の混乱防止を目的として、上野駅周辺滞留者対策推進協議会や浅草観光連盟などの関係機関と連携を図りなが

ら、上野地域帰宅困難者対応訓練や浅草地域帰宅困難者及び外国人観光客対応訓練といった、地域と行政が一体となった訓練を毎年
実施しています。

浅草での訓練上野での訓練

開設当初の隅田公園平面図　出典：（公財）東京都公園協会

震災復興公園への説明板現在の隅田公園

［震災復興公園を活用した防災意識の啓発］ 台東区
関東大震災後、後藤新平が中心となって作成した帝

都復興計画により、街路、橋梁、河川、運河、公園及
び土地区画整理等の事業が行われました。この事業に
より、江戸期の町割りを活かしながら都市基盤施設が
整備され、その骨格が現在の街並みにも活かされてい
ます。

台東区には、帝都復興計画で設置された「震災復興
公園」が16か所あり、現在も区民の憩いや潤いの場の
ほか、地域の防災拠点として重要な役割を担っていま
す。

令和5（2023）年、震災から
100年の節目の年であったこと
から、震災復興公園の成り立ち
や震災の教訓を後世に継承し、
防災意識の啓発を図るため、震
災復興公園への説明板の設置や
パンフレットの配布など広く周知
を行いました。
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［中学校防災部］ 荒川区
荒川区は、建物倒壊や火災など、災害時における危険度が高いと

指摘される地域が多く存在する一方、防災区民組織（町会）の高齢
化といった問題を抱えています。そうした背景から、平成27
（2015）年度に区立の全中学校に「防災部」を設立しました。全校
合わせて約300人の部員達が、地域と連携した防災訓練や災害機器の
操作訓練、東日本大震災で大きな被害を受けた岩手県釜石市を訪問
して震災の教訓から防災について学ぶといった活動を続けていま
す。また、いざというときに支援が必要となる地域の高齢者宅等を
定期的に訪問するといった活動にも取り組んでいます。中学校防災
部は将来の地域防災の担い手として地域の皆様から期待を集めてお
り、「助けられる人から助ける人へ」を目標に、地域との関わりを
大切にしながら防災活動に取り組んでいます。 中学校防災部による訓練

［永久水利の整備］ 荒川区
多くの木造住宅密集地域を抱える荒川区では、「災害時に一人の犠牲者も出さない」街づくりを目指し、老朽木造建築物の建替

え・除却、主要生活道路・都市計画道路の整備、公園等オープンスペースの確保といったあらゆる施策により街の防災性の向上に取
り組んでいます。

こうした施策に加えて、区独自の取組として、河川水や地下水といった震災時にも枯渇することのない水源を確保する「永久水
利」の整備を進めています。

震災時には、断水により消火に必要な防火水槽等の水が不足することや、建物の倒壊により防火水槽に近づけないこと等、様々な
要因で消防機関による対応が困難となることが想定されます。このため、消火活動を支える消火用水の確保は重要であり、隅田川か
ら取水する河川水方式と地下水を活用した深井戸方式により「永久水利」の整備を進めるとともに、その水源を活用して、防災区民
組織や消防団が連携して、
迅速かつ的確に消火活動が
できる体制づくりにも力を
入れています。

平成25（2013）年度に区内
第１号となる「あらかわ遊園
永久水利」が完成し、令和４

（2022）年度末までに区内８
か所の整備が完了しました。

日暮里公園永久水利・深井戸方式永久水利を使った消火訓練

［公園と住まいの防災］ 江戸川区
江戸川区は、緑化運動の推進により23区で一番広い公園面積を誇っています。これらの公園などのオープンスペースは、防災活動の

拠点や震災時の延焼遮断帯、一時集合場所として防災上も重要な役割を担っています。公園内にかまどベンチ、マンホールトイレ、
防災井戸などを設置することにより防災機能の充実を図っています。

また、江戸川区内の建物の耐震化率は23区トップですが、首都直下地震の被害想
定では、本区は出火件数が都内最多とされています。大地震による火災の半数以上
が電気を原因とするものであり、江戸川区は地震による火災を防ぐ「感震ブレー
カー」を希望世帯に無料で配付する事業を行い災害に強いまちづくりを着実に進め
ています。

葛西防災公園 感震ブレーカー配付事業
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［更なる防災力強化を目指して］ 国分寺市
家庭での備蓄の充実を通して防災への意識を高めていただくことを目的として、簡易トイレや発電機、コンロなど、主に在宅避難

生活で活用できる防災用品の購入費補助事業（補助率２分の１、上限５千円）を開始しました。また、全世代が楽しみながら防災を
学ぶことができるイベントとして、令和５（2023）年９月24日（日）に都立武蔵国分寺公園において「国分寺市防災フェスタ」を初
開催したり、災害時の新たな情報収集手段としてドロー
ンを配備したりするなど、関東大震災から100年を契機と
して、自助・共助・公助それぞれの観点から防災力の強
化を図っています。

ドローン訓練 国分寺市家庭用防災用品
購入費補助事業ポスター

防災フェスタ

［福生市防災食育センター］ 福生市
福生市防災食育センターは、平常時には市内小・中学校に学校給食を提供する一方、災害時には帰宅困難者などの一時滞在者や避

難生活者を受け入れる避難所として機能する災害時対応施設です。備蓄米と設備を活用して災害発生後の４日目以降最低３日間、市
内避難生活者約１万５千人に対し、１日１回、おに
ぎり２個と汁物を応急給食として提供することがで
きます。さらに、避難所開設用の備品を備蓄してお
り、防災広場には救護用テントや簡易トイレを設置
することができ、また支援物資等を受け入れる災害
対策の拠点としても機能します。

平時は、福生の子どもたちへ安全で安心な給食を
提供し、食育学習を推進する福生市防災食育セン
ター。有事の際は総合的な防災機能で市民を守る重
要な施設となっています。

防災食育センター外観

災害対策用プライベートルーム常時4500㎏の精米を備蓄
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［浸水被害の軽減対策として、「逆流防止ゲートの設置」と「排水樋管の遠隔操作化」を実施］ 狛江市
令和元（2019）年東日本台風（台風第19号）に伴い、狛江市では浸水被害が発生しました。
この浸水被害を受け、「逆流防止ゲート」を新たに設置しました。ゲートは水の流

れに応じて、自動で開閉する仕組みとなっており、雨水の逆流を防ぎます。
また、豪雨等により多摩川が増水した場合、住宅地側に逆流することを防ぐため、

排水樋管のゲート（樋門）を閉める必要があります。この操作は河川の堤防付近にあ
る操作室でしか行えませんでしたが、気候変動による激甚気象の中で強風や不測の事
態が発生し、操作
室 に 近 づ け な い
ケースが発生する
ことも想定されま
す。その対策とし
て、市役所庁舎か
ら遠隔制御する全
国 で も 先 進 的 な
「排水樋管の遠隔
操作化」をいち早
く 完 了 さ せ まし
た。こうした先進
的な技術も取り入
れながら、浸水被
害の低減に取り組
んでいます。

［災害に負けない村づくりを目指して］ 檜原村
檜原村の近年記録に残る災害としては平成26（2014）年２月14日の大雪で、村内の至るところで雪崩により３ｍ以上の積雪とな

り、村内の都道全線が通行止め、自衛隊へ災害派遣要請を行いました。孤立世帯は最大372世帯、800人に及びました。

また、令和元（2019）年10月12日の台風第19号では、小沢観測所で雨
量649mm、時間最大雨量59mmを記録し、村内各所でがけ崩れ等の被害
が発生しました。床下浸水は３世帯、都道33号上野原・あきる野線が数
ｍにわたり崩落した外、道路被害は30箇所に及びました。

村では平成28（2016）年度には災害用防災キットを全戸に配布してい
ます。こちらは上記の災害を教訓に、孤立してしまった場合でも生活に
最低限必要な非常食や飲料水、簡易トイレ、救急セッ
トなど９種類18点の防災グッズがキャスター付きの
バッグに入ったもので、有事の際はそのまま避難所に
持っていくことができます。

今後の取組みとしてコンセントに挿すだけで、震度
５強相当以上の地震を感知すると自動で電気を遮断
し、地震による通電火災を防止する感震タップの全戸
配布を進めていきます。

逆流防止ゲート排水樋管の現地映像をタブレット端末で確認しながら遠隔操作
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［平常時の備え］ 神津島村
海を隔てた島しょ地域においては、地震及び地震に伴う津波、台風などの大雨による土砂災害、火山噴火などの大規模災害がひとたび発生す

ると甚大な被害が起こります。
その被害を最小限に抑えるためには、島内における自助・共助の体制を平常時から確立しておくことが重要であると考えています。
また、避難・誘導等の実践的な訓練を定期的に行い、いざという時に迅速な行動が取れるよう普段から準備しておくことも重要であると考えて

おります。
その様な中、令和４（2022）年、東京都及び関係防災機関との合同で大規模な防災訓練を実施いたしました。倒壊家屋などからの救出・救

助、島内への物資輸送活動、医療救護活動等の慣熟や課題の洗い出し、応急復旧対応能力の向上を図ることを目的としたものです。
今後も、村民の皆様と村が災害に対する意識を高めるための努力を行い、災害に強い村づくりを目指してまいります。
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高校1年生のときに起こった阪神･淡路大震災を機に地震学を志した
大木聖子先生。大学で地球科学や防災学などを教える一方、教育現場
に出向いてダンスや漫画、防災小説などさまざまなアプローチで学生
たちとともに防災を発信しています。防災教育の第一人者である大木
先生に、「都内で優先すべき問題」「当たり前にするために何が必要か」

「自治体に求められる役割」など防災について語っていただきました。
大木聖子さん

（慶應義塾大学環境情報学部准教授）
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舎
の
倒
壊
を
前
提
に
校
庭
に
急

か
す
方
法
が
取
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
大
地
震

後
の
余
震
は
必
ず
発
生
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
取
り
入
れ
た

訓
練
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
停
電
に
よ
る

放
送
設
備
の
使
用
不
可
や
、
過
呼
吸
や
怪
我
人
の
発
生
な

ど
、
過
去
の
地
震
災
害
で
多
く
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
訓

練
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
行
の
避
難
訓
練
で
は
、
先
生
た
ち
は
無
事
な
子
ど
も

の
数
を
数
え
ま
す
が
、
停
電
と
傷
病
者
の
発
生
を
前
提
と

す
る
と
、
命
に
関
わ
る
怪
我
を
し
た
子
ど
も
が
い
な
い
か

を
確
認
し
て
情
報
共
有
す
る
訓
練
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
教
員
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
階
段
な
ど
リ
ス
ク
の
大
き

い
場
所
に
怪
我
人
を
探
し
に
行
き
、
で
き
る
だ
け
早
く
人

数
と
重
症
度
を
伝
達
し
合
い
ま
す
。

私
が
防
災
教
育
で
共
同
研
究
を
続
け
て
い
る
埼
玉
県
川

越
市
や
東
京
都
中
央
区
で
は
、
「
余
震
の
中
、
教
室
で
待

機
す
る
避
難
訓
練
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
教
員
が

架
空
の
怪
我
人
を
報
告
す
る
訓
練
で
し
た
が
、
今
で
は
怪

我
人
役
を
す
る
子
ど
も
が
い
て
、
周
囲
の
子
が
教
員
に
状

況
を
報
告
し
た
り
、
応
急
手
当
や
声
掛
け
を
し
た
り
と
、

学
校
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
訓
練
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
教
員
も

「
い
ま
自
分
が
す
べ
き
こ
と
は
何
か
」
「
周
り
に
困
っ
て

い
る
人
は
い
な
い
か
」
を
考
え
続
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
防
災
教
育
や
訓
練
が
組
織
の
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
教
育
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
「
主
体
的

･

対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
、
訓
練
を
通
し
て
教
員
に
も

子
ど
も
た
ち
に
も
得
ら
れ
る
と
し
て
、
教
育
の
視
点
か
ら

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
で
目
指
す
人
間
像
に

対
し
て
、
防
災
教
育
が
貢
献
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
す
。

防災力を
向上させるために
必要なこと
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論考

戦
略
的
に
防
災
教
育
を
！

幼
稚
園
や
保
育
園
（
以
下
、
幼
保
施
設
）
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
幼
い
分
、
職
員
の
方
々
の
防
災
意
識
が
高
い
印

象
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
治
体
と
し
て
そ
の
需
要
に

応
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

私
の
研
究
室
で
は
幼
保
施
設
と
共
に
、
防
災
教
育
の
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
幼
児
で
あ
っ
て
も
自
分
で
考
え

て
防
災
行
動
が
取
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
中

に
は
、
年
長
さ
ん
が
年
少
さ
ん
に
「
余
震
が
あ
る
か
ら
ま

だ
机
の
下
に
い
て
！
」
と
指
導
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

や
っ
た
だ
け
の
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
幼
保
施
設
は
小
中
学
校
と
違
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
柔
軟
性
が
あ
り
、
新
し
い
方
法
を
提
案
す
る
と
「
す

ぐ
に
取
り
入
れ
て
み
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
職

員
の
方
々
は
、
幼
児
に
も
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
工
夫
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
さ
す
が
は
プ
ロ
で
す
。

さ
ら
に
、
追
跡
調
査
を
行
っ
て
み
る
と
、
家
庭
内
に
か

な
り
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
幼
保
施
設
か
ら
の
お
便
り
や
写
真
、
あ
る
い
は
幼

児
が
直
接
、
最
新
の
防
災
教
育
を
保
護
者
に
伝
え
る
こ
と

で
、
保
護
者
の
意
識
が
高
ま
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
家
具
を
固
定
し
た
、
備
蓄
を
揃
え
た
、
な
ど
保
護

者
の
行
動
変
容
が
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
。
な
か
に
は
防
災

士
の
資
格
を
取
り
た
い
と
考
え
る
マ
マ
が
増
え
た
と
い
う

園
も
。
そ
う
い
う
女
性
を
自
治
体
が
支
援
す
れ
ば
女
性
活

躍
の
た
め
の
一
助
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
治
体
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
「
幼
保
版
防
災

教
育
モ
デ
ル
」
を
作
る
な
ど
、
ぜ
ひ
国
に
先
駆
け
て
防
災

教
育
を
実
践
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

懸
念
さ
れ
る
の
は
企
業
の
防
災
意
識

都
市
圏
で
は
通
勤
を
し
て
職
場
に
行
く
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
住
家
の
あ
る
場
所
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
長
時
間

逗
留
し
て
労
働
さ
せ
る
企
業
に
は
、
し
っ
か
り
と
防
災
対
策

を
行
う
責
任
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
の
防

災
対
策
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
も
っ
ぱ
ら
総
務
の
業
務
と

い
っ
た
感
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
避
難
訓
練
も
、
部
署

か
ら
誰
か
一
人
だ
け
が
参
加
し
て
、
形
式
的
な
こ
と
を
や
っ

て
お
し
ま
い
、
と
。

自
分
自
身
や
社
員
の
命
の
こ
と
な
の
に
、「
テ
ナ
ン
ト
で

入
っ
て
い
る
の
で
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
指
示
を
待
つ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
」「
B
C
P
（
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
事
業
を

継
続
さ
せ
る
）
部
門
な
の
で
防
災
は
関
係
な
い
、
総
務
が
や

る
こ
と
」
な
ど
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
学
校
と
同
様
に
、
停
電
や
傷
病
者
の
発
生

を
想
定
し
た
訓
練
を
行
う
べ
き
で
す
。
階
段
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
で
怪
我
人
が
出
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。
意
識
が

あ
る
か
、
救
急
対
応
が
必
要
か
、
様
子
を
み
て
も
大
丈
夫
か

な
ど
、
怪
我
の
緊
急
度
や
重
症
度
を
み
る
と
い
う
チ
ー
ム
体

制
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。
東
京
に
は
企
業
の
本
社
が
集
中

し
て
い
ま
す
。
都
内
の
会
社
が
変
わ
れ
ば
日
本
の
企
業
全
体

が
変
わ
る
は
ず
。
都
内
の
企
業
に
は
そ
う
い
う
役
割
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。

東
京
の
弱
点
を
強
み
に
す
る

東
京
で
夏
に
首
都
直
下
地
震
が
起
こ
り
、
冷
房
を
使
え
な

い
、
水
道
が
止
ま
る
、
余
震
に
よ
っ
て
脆
弱
な
建
物
が
壊
れ

る
と
い
う
状
況
に
な
れ
ば
死
傷
者
は
増
え
る
ば
か
り
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
複
合
災
害
と
同
様
に
扱
う
べ
き
事
態
で
す
。
こ

れ
だ
け
の
人
口
を
エ
ア
コ
ン
の
効
か
な
い
土
地
に
残
し
続
け

る
と
何
が
起
き
る
か
、
容
易
に
想
像
い
た
だ
け
る
か
と
思
い

ま
す
。

地
方
に
比
べ
る
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
薄
い
と
い
う
弱

点
も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
地
形
的
に
東
京
湾
は
津
波
が
起

こ
り
に
く
い
。
耐
震
性
の
あ
る
住
宅
に
住
み
、
各
家
庭
で
消

クランテテ三田保育園での防災教育の様子
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火
器
を
用
意
し
て
お
き
初
期
消
火
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
自
宅
を
最
高
の
避
難
所
に
す
る
」
こ
と
で
避
難
所
に
行
か

な
く
て
も
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
家
具
が
転
倒･

移
動
し
な
い
よ
う
に
固
定

す
る
こ
と
。
初
期
消
火
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

そ
し
て
、
水･
食
料･
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
、
停
電
に
備
え
て
ラ

イ
ト
を
用
意
す
る
こ
と
。
備
蓄
の
内
容
は
、
高
齢
者
が
い

る
、
ペ
ッ
ト
が
い
る
な
ど
家
族
の
顔
ぶ
れ
で
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
我
が
家
で
は
、
非
常
食
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
買

い
替
え
て
い
ま
す
。
入
れ
替
え
る
と
き
に
試
食
し
て
、
家
族

の
好
み
を
確
認
す
る
と
い
い
で
す
よ
。
ま
た
、
非
常
用
ト
イ

レ
は
も
ち
ろ
ん
、
落
下
し
て
壊
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
で
怪
我
を

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
充
電
式
の
掃
除
機
も
置
い
て
い
ま

す
。も

し
子
ど
も
が
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
る
と
き
に
大
地

震
が
起
き
た
ら・・・。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
学
校
に
戻
る
の

が
賢
明
で
す
。
我
が
家
で
は
、
子
ど
も
の
分
の
水
と
お
菓

子
、
着
替
え
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
リ
ュ
ッ
ク
に

詰
め
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
一
緒
に
玄
関
に
置
い
て
お
き
、

「
家
に
一
人
で
い
る
と
き
に
災
害
が
起
き
た
ら
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
被
っ
て
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
学
校
へ
行
く
こ
と
」
と

共
有
し
て
い
ま
す
。

目
的
で
は
な
く
手
段
と
し
て
防
災
イ
ベ
ン
ト
を

今
夏
、
コ
ロ
ナ
禍
以
来
久
し
ぶ
り
に
地
元
の
町
会
で
お
祭

り
が
あ
り
、
商
店
や
会
社
か
ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
消
防
団
員
に
よ
る
消
火
器
訓
練
も
あ
っ
て
子
ど
も
と
体

験
し
ま
し
た
が
、
同
じ
町
内
に
住
む
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で

き
た
の
が
何
よ
り
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
私
が
住
む
地
域

に
は
、
毎
週
末
に
移
動
販
売
で
新
鮮
な
野
菜
が
や
っ
て
来
ま

す
。
そ
こ
で
顔
見
知
り
に
な
っ
た
人
と
も
小
さ
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
ま
し
た
。
い
ざ
と
な
っ
た
と
き
顔
見
知
り
が
い

る
安
心
感
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

以
前
あ
き
る
野
市
で
、
増
戸
小
学
校
の
５
年
生
と
増
戸 

中
学
校
の
２
年
生
が
防
災
担
当
に
な
る
「
避
難
所
の
運
営
」 

と
い
う
防
災
教
育
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
係
が
必

要
か
、
自
分
は
何
が
で
き
る
か
な
ど
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
地
元
自
治
会
が
主
催
す
る
避
難
所

の
開
設
訓
練
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
学
５
年
生
は
避

難
者
と
し
て
、
中
学
２
年
生
は
設
営
の
手
伝
い
に
奮
闘
し
ま

し
た
。
当
日
会
場
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で
あ
ふ

れ
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
が
家
族
を
引
き
連

れ
て
き
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
ふ
う
に
地
域
で
は
、

防
災
を
目
的
と
せ
ず
、
手
段
と
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と

を
や
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

リ
ア
ル
防
災
訓
練
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

私
の
研
究
室
で
は
、
学
校
教
員
や
空
港
職
員
を
対
象
に
、

地
震
災
害
の
疑
似
体
験
と
な
る
「
リ
ア
ル
防
災
訓
練
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
発
災
直
後
の
傷
病
者
や
不
安
に
駆
ら
れ
る

人
々
を
研
究
室
の
学
生
た
ち
が
演
じ
、
想
定
外
の
事
態
が

次
々
と
起
こ
る
場
面
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
、
対
象
と
な
る

職
員
に
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
は
過
去
の
災
害
を
参
考
に
、
実
際
に
起
こ
り
う
る
ト

ラ
ブ
ル
を
シ
ナ
リ
オ
に
し
た
も
の
で
、
先
日
は
日
本
航
空
さ

ん
と
の
共
同
研
究
と
し
て
釧
路
空
港
で
行
い
ま
し
た
。
パ

ニ
ッ
ク
で
叫
び
続
け
る
人
、
地
震
が
理
解
で
き
ず
英
語
で
ケ

ン
カ
を
始
め
る
外
国
人
観
光
客
、
階
段
か
ら
転
落
し
て
出
血

（
血
の
り
で
演
出
）
す
る
人
、
大
声
で
わ
め
く
高
齢
者
、
泣

き
止
ま
な
い
小
学
生
な
ど
、
40
人
の
学
生
た
ち
が
用
意
周
到

に
役
作
り
を
し
ま
し
た
。

リ
ア
ル
防
災
訓
練
は
、
現
場
の
課
題
を
発
見
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。
本
当
の
災
害
で
初
め
て
課
題
が
分
か
っ
た
の
で

は
対
処
の
仕
方
も
限
ら
れ
ま
す
。
疑
似
体
験
で
存
分
に
失
敗

し
て
お
い
て
、
課
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
潰
し
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
過
程
で
、
チ
ー
ム
の
連
携
が
深
ま
っ
た
り
、
共
に
防
災

を
行
う
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
増
え
た
り
と
、
日
常
業
務
に 慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスで行った「リアル防災訓練」の様子
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論考

も
良
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
リ
ア
ル
防
災
訓
練
」
を
見
た
人
は
、
自
分
と
重
な

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
感
情
移
入
し
、
自
分
や
自
分
が
大
切
に

想
う
人
の
た
め
に
防
災
を
し
よ
う
と
思
う
よ
う
で
す
。
在
京

の
報
道
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
対
象
に
行
っ
た
「
リ
ア
ル
防

災
訓
練
」
で
は
、
隣
駅
の
保
育
園
に
子
ど
も
を
迎
え
に
行
け

ず
涙
す
る
女
性
（
を
演
じ
た
学
生
）
に
自
分
を
投
影
し
、
災

害
を
リ
ア
ル
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
感
想
が
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
非
常
に
好
評
で
し
た
。

翻
っ
て
、
各
役
所
の
防
災
訓
練
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
災
害
時
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う

課
題
を
見
つ
け
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
、
そ
う

い
っ
た
訓
練
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
「
リ
ア
ル
防
災
訓

練
」
は
非
常
に
役
立
ち
ま
す
。
都
内
の
自
治
体
で
あ
れ
ば
、

プ
ロ
の
劇
団
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
庁
舎
で
リ
ア
ル
防
災

体
験
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
数
フ
ロ
ア
に
限
定
し

て
、
フ
ロ
ア
を
ま
た
い
だ
情
報
伝
達
が
で
き
る
か
と
い
う
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
い
く
つ
か
作
っ
て
や
っ
て
み
る
。
そ
の
様
子

を
撮
影
し
た
動
画
を
作
成
し
、
企
業
や
学
校
に
貸
出
す
の
も

一
案
で
す
。

防
災
は
大
切
に
思
う
場
所
を
増
や
す
こ
と

東
京
人
は
、
二
代
も
遡
れ
ば
都
外
の
ど
こ
か
に
縁
が
あ
る

と
い
う
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
身
内
が
い
な

く
て
も
、
修
学
旅
行
で
行
っ
た
場
所
、
友
だ
ち
の
出
身
地
な

ど
が
大
切
な
場
所
だ
と
気
づ
く
の
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら

だ
っ
た
り
し
ま
す
。

私
に
と
っ
て
は
母
方
の
郷
里
の
関
西
や
四
国
、
防
災
研
究

の
一
環
で
訪
れ
た
土
地
々
々
が
そ
う
で
、
地
震
が
来
れ
ば
現

地
の
皆
さ
ん
の
安
否
が
気
に
な
り
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
防
災
の
こ
と
を

頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
自
覚
し
ま
す
。
防
災
は
自
分
に
と
っ
て

大
切
な
場
所
や
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

以
前
学
生
に
、
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
て
、
そ
の
人
に
防

災
行
動
を
取
ら
せ
な
さ
い
。
ど
の
よ
う
な
作
戦
を
用
い
て
も

構
わ
な
い
が
、
授
業
の
単
位
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
言
わ
な

い
よ
う
に
」
と
い
う
課
題
を
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学

生
の
一
人
は
、「
自
宅
の
家
具
を
突
っ
張
り
棒
で
固
定
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
上
に
ホ
コ
リ
が
溜
ま
っ
て
い
て
、
小
学
校
の

と
き
以
来
の
家
族
総
出
の
大
掃
除
に
な
っ
て
、
も
は
や
そ
れ

が
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
お
互
い
譲
り
合
っ
て
一
向
に
進
ま

な
い
母
と
祖
母
の
断
捨
離
が
、
普
段
話
さ
な
い
兄
の
主
導
に

よ
り
グ
イ
グ
イ
進
み
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増

え
た
」
と
答
え
ま
し
た
。
防
災
は
、
起
き
る
の
だ
か
起
き
な

い
の
だ
か
分
か
ら
な
い
未
来
の
地
震
の
た
め
に
や
る
の
で
は

な
く
、
今
こ
こ
に
幸
せ
が
訪
れ
る
ツ
ー
ル
な
の
だ
と
ぜ
ひ

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

東
京
で
防
災
を
行
う
意
味

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
新
市
町
村
振
興
宝
く

じ
）
の
収
益
金
の
一
部
が
備
蓄
品
の
購
入
、
防
災
研
修
会
の

実
施
な
ど
都
内
自
治
体
の
災
害
対
策
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
今
回
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
収
益
金
で
住
民
に
、
ホ

イ
ッ
ス
ル
や
ラ
イ
ト
、
防
災
ト
イ
レ
、
防
災
ア
ル
ミ
シ
ー
ト

な
ど
を
配
布
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
自
分
が
買
っ
た

宝
く
じ
が
災
害
備
蓄
品
に
な
っ
て
戻
っ
て
き
た
ら
嬉
し
い
と

思
い
ま
す
。
送
付
す
る
グ
ッ
ズ
に
は
、
防
災
の
啓
発
漫
画
な

ど
付
け
る
の
も
防
災
意
識
が
高
ま
り
そ
う
で
す
。
自
治
体
の

防
災
予
算
と
組
み
合
わ
せ
て
最
大
効
果
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

東
京
都
の
人
口
は
日
本
の
総
人
口
の
１
割
を
超
え
ま
す
。

都
内
の
自
治
体
が
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
住
民
だ
け
で

な
く
日
本
の
防
災
に
資
す
る
こ
と
だ
と
い
う
役
割
意
識
を

持
っ
て
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

PROFILE
大木聖子（おおき　さとこ）

平成13（2001）年北海道大学理学部地球惑星科学科卒業、平成18（2006）年東京大学大学
院理学系研究科にて博士号を取得後、カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋学研
究所にて日本学術振興会海外特別研究員。平成20（2008）年4月より東京大学地震研究所
助教、平成25（2013）年4月より慶應義塾大学環境情報学部准教授。専門は地震学、災害情
報、防災教育など。『超巨大地震に迫る-日本列島で何が起きているのか』（共著、2011、
NHK出版新書）、『地球の声に耳をすませて』（2011、くもん出版）、『地震防災はじめの一
歩』（2014、東京堂出版）など著書多数。大木研究室（慶応大学SFC防災社会デザイン研究
室）では、主に地震による揺れや津波、大雨による災害の軽減方策を防災教育や災害科学コ
ミュニケーションなどソフト面から探究を続けている。幼児、小学生、中高生向けの防災教材
はHPからダウンロード可能。https://www.bosai.sfc.keio.ac.jp/
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令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
2
月
、
中
野
区
の
新
庁
舎

が
竣
工
し
、
同
年
5
月
に
新
庁
舎
へ
区
役
所
機
能
が
移

転
し
供
用
を
開
始
す
る
。
新
庁
舎
へ
の
移
転
を
契
機

に
、
区
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
職
員
の
働
き
方
が
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
る
。
区
役
所
が
ど
う
い
っ
た
発
展
を
遂

げ
る
の
か
。
酒
井
直
人
（
さ
か
い
な
お
と
）
中
野
区
長

に
話
を
聞
い
た
。

酒井直人（さかいなおと）中野区長

︱
い
よ
い
よ
新
庁
舎
移
転
ま
で
も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
新
庁
舎
の
建
設
を
着
実
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
、

あ
ら
た
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
野
区
の
新
庁
舎
は
、
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
7

月
に
着
工
し
、
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
2
月
に
竣
工

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
5
月
に
新
庁
舎
へ
移
転
い

た
し
ま
す
。

無
事
に
竣
工
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
一
方
で
、
区

民
の
皆
さ
ん
か
ら
期
待
の
お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多

い
の
で
、
皆
さ
ん
に
、
ち
ゃ
ん
と
評
価
し
て
も
ら
え
る

も
の
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

感
じ
て
い
ま
す
。
新
庁
舎
の
開
庁
ま
で
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

︱
新
し
い
庁
舎
は
ど
の
よ
う
な
建
物
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

中
野
区
新
庁
舎
は
、
①
区
民
の
利
便
性
が
高
い
新
庁

舎
②
区
民
活
動
を
推
進
す
る
新
庁
舎
③
維
持
管
理
し
や

Ⅰ　
約
50
年
ぶ
り
の
区
庁
舎
の
移
転
。

　
評
価
さ
れ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
。

す
い
新
庁
舎
④
環
境
に
配
慮
し
た
新
庁
舎
⑤
安
全
・
安

心
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
新
庁
舎
、
の
5
つ
を
設
計
方
針

と
し
て
、
建
て
替
え
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

建
物
の
外
観
は
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
外
装
膜
パ
ネ
ル
や
ト
レ
リ
ス
と
い
う
構
造
フ

レ
ー
ム
に
よ
り
、
周
囲
の
景
観
に
な
じ
む
よ
う
都
市
の

中
野
区

区
民
に
寄
り
添
う
、
地
域
に
開
か
れ
た
新
庁
舎
へ

中野区新庁舎外観イメージ
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トピックス

中
の
木
立
の
幹
や
枝
葉
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ト
レ
リ
ス
に
は
、
地
震
時
の
負
荷
を
軽
減
す
る
効

果
、
外
装
膜
パ
ネ
ル
に
は
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
効
果

も
あ
る
ん
で
す
。
構
造
・
意
匠
・
環
境
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
安
心
・
安
全
で
環
境
に

や
さ
し
い
庁
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
庁
舎
は
、
1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
国

の
基
準
か
ら
50
％
以
上
削
減
す
る
建
物
と
し
て
、
都
内

の
区
市
町
村
役
所
の
本
庁
舎
に
お
い
て
初
め
て
、

「ZEB Ready

」
を
取
得
し
て
い
ま
す
し
、
庁
舎
全
体

は
免
震
構
造
で
、
災
害
時
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
を
守
る
拠
点
と
な
り
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
の
向
上
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
後
押
し
す
る

よ
う
な
そ
ん
な
新
庁
舎
と
す
る
つ
も
り
で
す
。

︱
区
長
が
お
考
え
に
な
る
区
民
に
伝
え
た
い
新
庁

舎
の
1
番
の
魅
力
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

そ
う
で
す
ね
。
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
1
つ
で
あ
る

「
区
民
の
利
便
性
の
向
上
」
で
す
ね
。
新
庁
舎
で
は
、

4
つ
の
な
い
（「
迷
わ
な
い
、
待
た
な
い
、
動
か
な

い
、
書
か
な
い
」）
と
2
つ
の
レ
ス
（「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
、
タ
ッ
チ
レ
ス
」）
を
実
現
し
、
い
ま
ま
で
の
手
続

き
の
煩
雑
さ
を
一
気
に
解
消
し
ま
す
。

Ⅱ　
移
転
は
、
手
続
き
の
煩
雑
さ
を

一
気
に
解
消
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
！

例
え
ば
、
転
出
入
手
続
き
、
今
ま
で
も
の
す
ご
く
時

間
が
か
か
っ
て
い
た
。
1
階
に
人
が
並
ん
で
、
何
時
間

と
待
つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
部
分
を
改
善
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
わ
け

で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
の

と
き
で
な
い
と
で
き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
ま

さ
に
移
転
が
そ
の
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
よ
ね
。

︱
新
し
く
な
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
新
庁
舎
に
移
転
し
て
よ
り
良
く
な
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
を
我
々
も
き
ち
ん
と
発
信
を

し
て
い
か
な
い
と
。「
は
い
、
新
し
い
建
物
に
職
員
が
移

り
ま
し
た
」
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
ま
ず
い
わ
け
で

す
よ
。

そ
し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。「
区
役
所
が
新
し
く
な
っ
た
ら
、
手
続
き
が

す
ご
く
早
く
な
っ
た
よ
」
と
か
「
楽
に
な
っ
た
よ
」
と

か
っ
て
、
そ
う
い
う
風
に
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

我
々
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

︱
新
庁
舎
の
1
階
は
、
区
民
の
地
域
活
動
を
推
進

す
る
場
と
し
て
も
活
用
を
図
っ
て
い
く
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

は
い
。
今
ま
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
会
合
す
る
時

な
ど
は
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た

わ
け
で
す
け
ど
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
が
閉
館
し
ま
し
た

の
で
、
今
、
区
民
の
行
き
場
所
が
な
か
な
か
な
く
て

困
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
跡
地
に
新

し
い
建
物
が
で
き
る
ま
で
の
繋
ぎ
の
機
能
み
た
い
な
も

の
が
す
ご
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
で
は
、
1
階
に
区
民
会
議
室
や
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
は

飲
食
機
能
も
併
設
し
て
い
る
の
で
、
一
定
規
模
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
は
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
少
な
く
と
も
中

２階窓口のイメージ図
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野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
や
れ
た
こ
と
が
、
新
庁
舎
で
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
区
民
の
皆
さ
ん
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
は
窓
が
開
放
で
き
て
外
部
と
一

体
利
用
も
で
き
る
の
で
、
今
ま
で
区
役
所
で
で
き
な

か
っ
た
よ
う
な
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
な
ん
か
も
や
っ
て
み

た
い
で
す
ね
。

︱
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て
、
具
体
的
な
構
想
は
お
持

ち
で
す
か
。

い
ま
考
え
て
い
る
の
は
子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

ね
。子

ど
も
達
に
発
表
の
場
を
提
供
で
き
た
ら
楽
し
い
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
全
天
候
型
で
、
屋
内
も
使
用
で

き
る
の
で
、
雨
が
降
っ
て
も
な
に
か
が
で
き
る
よ
う
な

子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
と
、
区
役
所
が
よ
り
子

ど
も
達
に
親
し
み
の
あ
る
場
所
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
し
、「
子
育
て
先
進
区
」
と
い
う
意
味
で
も
意

義
深
い
と
思
い
ま
す
ね
。

-------------------------

︱
新
庁
舎
へ
の
移
転
を
契
機
に
職
員
の
働
き
方
も

大
き
く
変
わ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す

ま
ず
1
つ
は
、
職
員
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
制
の
導
入

とM
icrosoft365

の
導
入
で
す
ね
。
職
員
に
は
、
制
度

や
ツ
ー
ル
を
活
か
し
た
仕
事
の
仕
方
を
工
夫
し
て
も
ら

い
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
、
今
ま
で
の
固
定
席
で
は
生
ま
れ
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
も

Ⅲ　
部
長
職
の
個
室
を
廃
止
し
、

政
策
議
論
を
も
っ
と
フ
ラ
ッ
ト
に
。

ら
え
る
。
離
れ
た
関
連
部
署
と
も
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
。
そ
れ
を
も
っ
と
仕
事
に
活
か
し
て

も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
し
、
職
場
の
楽
し
さ
も
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
う
1
つ
は
、「
政
策
協
議
ベ
ー
ス
（
通政策協議ベース（通称「N-BASE」）イメージ図

1 階イベントスペース「ナカノバ」　イメージ
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称
：N

-BA
SE

（
エ
ヌ
ベ
ー
ス
））」
の
設
置
で
す
。

部
長
間
で
の
連
絡
調
整
や
政
策
議
論
が
う
ま
く
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
認
識
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
部
長
職
の
個
室
を
廃
止
し
て
、
執
務
場
所
を
1
つ

に
し
ま
し
た
。N

-BA
SE

に
お
け
る
幹
部
同
士
の
日
常

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
部
を
超
え
た
連
携
・

協
力
の
両
立
や
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ま
は
試
行
運
用
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
向
性

を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

︱
試
行
運
用
で
は
一定
の
成
果
は
出
て
い
ま
す
か
。

そ
う
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
い
ま
の
方
向
で
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
確
信
は
も
う
持
っ
て
い
ま
す

よ
。
い
ま
の
体
制
と
、
新
庁
舎
で
の
体
制
と
い
う
の

は
、
天
と
地
く
ら
い
違
う
と
思
い
ま
す
。

特
別
な
席
を
廃
止
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
課
長
も
部
長

も
、
も
っ
と
フ
ラ
ッ
ト
に
職
員
と
議
論
が
で
き
る
。
そ

ん
な
職
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
考
え
を
ち
ゃ
ん
と
述
べ
て
、
そ

こ
で
い
い
意
見
が
あ
っ
た
ら
そ
れ
を
活
か
し
て
い
く
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
よ
り
意
識
し
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

︱
現
在
、中
野
駅
前
は
再
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。 

今
後
の
中
野
区
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
中
野
駅
周
辺
で
は
、
中
野
四
丁
目
新
北
口
地

区
、
中
野
駅
西
口
地
区
、
囲
町
地
区
、
中
野
駅
南
口
地

区
の
4
つ
の
エ
リ
ア
で
再
開
発
事
業
が
進
ん
で
い
ま

す
。
周
辺
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
出
来
上
が
っ
て
終
わ
り
と
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
文
化
・
芸
術
発
信
の
拠

点
と
し
て
中
野
ら
し
い
統
一
感
の
あ
る
街
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

行
政
と
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

な
が
ら
地
域
と
連
携
が
と
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
新
庁
舎
に
移
転
し
て
、
職
員
の

業
務
も
効
率
化
さ
れ
て
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
見

込
め
る
業
務
に
時
間
を
か
け
て
い
く
。
地
域
の
課
題
に

直
接
介
入
で
き
る
職
員
を
増
や
し
て
く
。
そ
う
い
う
こ

と
を
全
国
的
に
も
先
駆
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
な
と
思

い
ま
す
。

そ
し
て
、「
つ
な
が
る
、
は
じ
ま
る
・
な
か
の
」
の
実

現
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
区
民
の
み
な
さ
ん
と
の
対
話

を
基
本
に
、
オ
ー
ル
中
野
で
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。 Ⅳ　

進
む
中
野
駅
前
の
再
開
発
。

地
域
の
課
題
に
オ
ー
ル
中
野
で
全
力
で
取
り
組
む
。

職員による区長インタビューの様子
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東
京
都
市
長
会
（
以
下
「
市
長
会
」
と
い
う
。
）
で

は
、
多
摩
地
域
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

各
市
相
互
の
情
報
交
換
を
行
い
、
市
政
運
営
上
の
課
題

を
研
究
・
討
議
す
る
と
と
も
に
、
政
策
提
言
な
ど
の
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
市
長
会
が
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度

か
ら
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度
ま
で
の
政
策
テ
ー
マ

と
し
て
推
進
し
て
い
る
「
多
摩
地
域
に
お
け
る
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
」
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
契
機
に
、
官
・
民
を
問
わ
ず
デ
ジ
タ
ル

化
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。
市
長
会
で
は
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を
、
多
摩
地
域
が
直
面

す
る
共
通
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
東
京
都
へ
の
要
望
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
町
村
部
を
含
め
た
多
摩
地
域
の

自
治
体
職
員
が
参
画
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
て
広
域
的
に
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

初
年
度
の
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
は
、
住
民
の

利
便
性
向
上
と
職
員
の
業
務
効
率
化
の
実
現
を
念
頭

に
、
広
域
連
携
の
効
果
も
見
込
ま
れ
る
「
行
政
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
取
組
を
行
い
ま
し

Ⅰ　
は
じ
め
に

Ⅱ　
こ
れ
ま
で
の
取
組

た
。
主
要
な
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
関
す
る
ツ
ー

ル
の
比
較
検
討
を
行
い
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
向
け
た
機
運
醸
成
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
多
摩
市
の
担
当
課
職
員
の
積
極
的
な
協
力
の
も

と
、「
学
童
ク
ラ
ブ
入
所
手
続
」
に
つ
い
て
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
¹

を
行
い
、
東
京
都
内
初
の
事
例
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
は
、
前
年
度
の
取
組
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
成
果
や
気
付
き
、
見
え
て
き
た
課
題

を
踏
ま
え
、
①
職
員
の
知
識
向
上
・
マ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ

に
向
け
た
研
修
事
業
、
②
Ｂ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
実
証
事

業
、
③
助
成
金
²
等
を
通
じ
た
各
自
治
体
の
取
組
支
援

の
３
点
を
柱
に
更
な
る
取
組
を
行
い
ま
し
た
。

Ｂ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
実
証
事
業
で
は
、「
学
童
ク
ラ
ブ
入

所
手
続
」
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｉ
︱
Ｏ
Ｃ
Ｒ
³
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
⁴

等
の
ツ
ー
ル
も
活
用
し
な
が
ら
一
層
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
を
進
め

ま
し
た
。
ま
た
、
国
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
求
め
て
い
る
手
続
の
一
つ
で
あ
る

「
妊
娠
の
届
出
」
に
つ
い
て
、
届
出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

加
え
、
届
出
に
伴
い
実
施
し
て
い
る
妊
婦
面
談
の
予
約

や
面
談
そ
の
も
の
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
面
談
内
容
の
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
文
字
お
こ
し
等
の
実
装
を
視
野
に
Ｂ
Ｐ

Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
は
、
前
年
度
の
取
組
の

３
つ
の
柱
を
維
持
・
拡
充
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
き

Ⅲ　
令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
の
取
組

ま
し
た
。

有
識
者
に
よ
る

管
理
職
向
け
の
講

演
会
や
一
般
職
員
に

向
け
た
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
手

法
を
学
ぶ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な

ど
、
職
員
の
知
識
向

上
・
マ
イ
ン
ド
ア
ッ

プ
に
向
け
た
研
修

事
業
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、

各
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
⁵
推
進
担
当
者
を
対
象
と
し
た
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
各
回
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
日
頃
の
業
務
の
中

で
感
じ
て
い
る
課
題
や
悩
み
な
ど
を
、
他
自
治
体
の
担

当
者
と
共
有
し
、
解
決
策
を
共
に
検
討
す
る
こ
と
で
、

担
当
者
間
の
交
流
や
横
連
携
の
促
進
、
知
識
の
共
有
・

蓄
積
を
図
る
も
の
で
す
。
参
加
者
か
ら
も
好
評
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
幅
広
く
、
息
の
長

い
交
流
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年

度
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
に
し
た
事
業
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

Ｂ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
実
証
事
業
で
は
、
「
窓
口
業
務
の

Ｄ
Ｘ
」
を
テ
ー
マ
に
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
主
眼
を
置
い
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
現
時
点
で
は
法
令
等
の
制

約
に
よ
り
役
所
の
窓
口
で
し
か
行
う
こ
と
の
で
き
な
い

手
続
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
取
組
は
、

DX推進担当者交流プログラムの様子

東
京
都
市
長
会
事
務
局

東
京
都
市
長
会

「
多
摩
地
域
に
お
け
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」に
つ
い
て
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デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
住
民
の
利
便
性
向
上
と

職
員
の
業
務
効
率
化
を
進
め
、
ひ
い
て
は
窓
口
の
質
的

な
向
上
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
清
瀬
市
、
瑞
穂
町
の
協
力

の
も
と
、
主
に
転
入
手
続
で
来
庁
し
た
住
民
を
対
象

に
、
紙
の
「
住
民
異
動
届
」
を
自
筆
す
る
の
で
は
な

く
、
窓
口
に
設
置
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
見
な
が

ら
職
員
の
質
問
に
回
答
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
手
続
の

絞
り
込
み
や
申
請
書
等
の
作
成
が
で
き
る
ツ
ー
ル
（
以

下
「
窓
口
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
」
と
い
う
。
）
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
住
民
の
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

受
付
後
の
事
務
処
理
に
関
す
る
Ｂ
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
デ
ー

タ
で
受
け
付
け
た
申
請
内
容
を
Ｒ
Ｐ
A
等
に
よ
り
、
業

務
シ
ス
テ
ム
に
自
動
入
力
す
る
実
証
実
験
も
併
せ
て
行

い
ま
し
た
。

実
証
実
験
の
結
果
、
窓
口
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
の
導
入
に
よ

り
住
民
の
利
便
性
向
上
・
負
担
軽
減
に
は
大
き
な
効
果

が
あ
っ
た
一
方
で
、
職
員
側
の
負
担
軽
減
・
業
務
効
率

化
の
観
点
で
は
課
題
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

実
証
実
験
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
や
改
善

点
は
、
今
後
同
様
の
仕
組
み
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る

自
治
体
が
、
更
な

る
利
便
性
向
上
や

業
務
効
率
化
を
目

指
す
上
で
大
変
参

考
に
な
る
こ
と
か

ら
、
報
告
会
の
開

催
等
を
通
じ
て
多

摩
30
市
町
村
に
広

く
共
有
し
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
ま
で
の
取

組
は
、
自
治
体
と
住
民
の
接
点
に
着
目
し
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
向
上
や
職
員
の

業
務
効
率
化
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
行
政

手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
窓
口
業
務
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

は
、
多
摩
地
域
に
お
い
て
も
多
く
の
自
治
体
で
取
組
が

進
め
ら
れ
、
一
定
の
定
着
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
長
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ

る
新
た
な
価
値
の
創
出
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
の
Ｘ
（
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
り
焦
点
を
当
て
、
令

和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
は
、
新
た
に
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
⁶

の
推
進
に
向
け
た
デ
ー
タ
利
活
用
」
と
「
防
災
分
野
の

Ｄ
Ｘ
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
世
の
中
に
は
多
く
の

デ
ー
タ
が
存
在
し
、
入
手
も
容
易
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
他
方
、
自
治
体
に
お
い
て
は
限
ら
れ
た
資
源
で
有

効
性
の
高
い
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
各
自
の
経
験

や
判
断
で
は
な
く
根
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
（
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
）
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
デ
ー
タ
を
適
切
に
取
得
・
分
析
し
、
政
策

立
案
に
生
か
せ
る
人
材
を
増
や
す
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
自
治
体
に
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
た

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
の
共
通
課
題
で
あ
る
防
災
に
つ
い
て

も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
平
時
に
お
け
る

備
蓄
品
管
理
等
の
効
率
化
や
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

情
報
の
収
集
・
発
信
の
強
化
、
意
思
決
定
の
迅
速
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
防
災
分
野
の
Ｄ
Ｘ
が
、
住
民
の
暮
ら

し
を
守
る
地
域
防
災
力
の
一
層
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅳ　
更
な
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け
た

　
新
た
な
取
組

昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く
、

日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
に
お
い
て
は
、
こ
の

よ
う
な
変
化
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
前
例
に
固
執

す
る
こ
と
な
く
、
柔
軟
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
一
方
、
自
治
体
の
現
場
で
は
、
限
ら
れ
た
人
員

で
従
来
か
ら
の
業
務
に
上
乗
せ
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
応

を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
職
員
は
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
向
け
て
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

市
長
会
で
は
、
各
自
治
体
が
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
住
民
の
利
便
性
を
高
め
つ
つ
、
職
員
が
よ
り
効
率

的
に
業
務
を
行
え
る
よ
う
、
そ
し
て
多
摩
地
域
の
更
な

る
連
携
強
化
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
必
要
な
支

援
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

¹	B
usiness Process R

e-engineering

の
略
で
、現
在
の

業
務
フ
ロ
ー
を
抜
本
的
に
見
直
し
再
設
計
す
る
こ
と
。

²	

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
島
し
ょ
部
の
町
村
を
含
め
た
39
市
町

村
を
対
象
と
し
て
支
援
を
実
施

³
ス
キ
ャ
ナ
な
ど
で
読
み
込
ん
だ
画
像
情
報
の
中
か
ら
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）に
よ
り
手
書
き
文
字
な
ど
を
文
字
デ
ー
タ
へ
と
変
換

す
る
技
術

⁴Robotic Process A
utom

ation

の
略
で
、人
間
が
行
う
マ
ウ
ス

や
キ
ー
ボ
ー
ド
等
の
操
作
を
自
動
化
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
総
称

⁵D
igital T

ransform
ation

の
略
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生

活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

⁶Evidence-Based Policy M
aking

の
略
で
、デ
ー
タ
等
の
根

拠
に
基
づ
き
政
策
立
案
を
行
う
こ
と
。

Ⅴ　
お
わ
り
に

ツール導入後の窓口の様子（清瀬市）
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新
島
村
は
、
東
京
か
ら
南
へ
1
5
6
㎞
に
位
置
し
、

総
面
積
27
・
54 

km2
で
、
新
島
・
式
根
島
、
そ
れ
に
鵜
渡

根
島
・
地
内
島
・
早
島
の
3
つ
の
無
人
島
か
ら
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

新
島
は
、
東
経
1
3
9
度
15
分
、
北
緯
34
度
22
分
、

南
北
11
・
5
㎞
、
東
西
3
・
1
㎞
の
二
頭
形
台
地
状
の

島
で
あ
り
、
南
側
は
標
高
3
0
0
・
7
ｍ
の
大
峰
山
と

抗
火
石
を
産
出
す
る
石
山
が
あ
り
、
中
央
に
は
本
村
集

落
、
北
に
は
標
高
4
2
8
・
5
ｍ
の
宮
塚
山
を
境
に
若

郷
集
落
が
あ
り
、
2
つ
の
ト
ン
ネ
ル
で
結
ば
れ
て
い
ま

す
。式

根
島
は
、
新
島
の
南
西
5
・
0
㎞
に
位
置
し
東
経

1
3
6
度
13
分
、
北
緯
34
度
19
分
、
南
北
2
・
3
㎞
、

東
西
3
・
0
㎞
で
、
周
囲
12
・
2
㎞
の
海
岸
線
は
複
雑

に
入
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
最
も
高
い
神
引
山
が
標
高

98
・
5
ｍ
と
、
起
伏
の
少
な
い
台
地
状
の
地
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
島
・
式
根
島
は
、
富
士
火
山
帯
に
属
す
る
火
山
の

噴
出
物
か
ら
形
成
さ
れ
た
島
で
あ
っ
て
、
大
室
ダ
シ
と

Ⅰ　
新
島
村
の
概
要

呼
ば
れ
る
大
島
南
方
の
海
底
の
高
ま
り
か
ら
、
新
島
・

式
根
島
・
神
津
島
、
そ
の
南
方
の
銭
洲
を
経
て
、
さ
ら

に
南
西
に
の
び
る
海
底
の
小
海
嶺
上
に
あ
り
ま
す
。

海
洋
性
の
温
暖
な
気
候
で
湿
度
は
比
較
的
低
く
、
極

め
て
し
の
ぎ
や
す
い
気
候
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
冬
季
は
西
か
ら
の
強
い
季
節
風
が
吹
く
大
変
厳
し

い
季
節
と
な
り
ま
す
。

現
在
新
島
村
の
人
口
は
2
4
0
0
人
程
度
で
す
。
東

京
都
の
人
口
予
測
で
は
令
和
17
（
2
0
3
5
）
年
に
は

1
6
5
7
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
人
口

減
少
は
経
済
規
模
の
縮
小
や
生
活
水
準
の
低
下
、
究
極

的
に
は
行
政
の
持
続
性
す
ら
危
う
く
な
る
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
当
村
に
お
い
て
も
今
後
、
老
朽
化
し
た

庁
舎
建
設
な
ど
様
々
な
大
規
模
事
業
を
計
画
す
る
に
あ

た
り
減
少
著
し
い
将
来
的
な
人
口
規
模
に
憂
慮
し
て
お

り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
鑑
み
、
新
島
村
で
は
人
口
施
策

と
し
て
平
成
25
（
2
0
1
3
）
年
に
空
家
バ
ン
ク
を
開

設
し
ま
し
た
。
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
度
に
は

1
7
1
件
の
移
住
関
連
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
肝
心
の
住
居
が
不
足
し
て
お
り
、

移
住
実
績
（
2
拠
点
居
住
も
含
む
）
は
9
組
に
留
ま

り
、
需
要
過
多
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

多
く
の
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
住
居
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ⅱ　
定
住
化
の
取
組
み
に
つ
い
て

新　
島　
村

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
、

　
人
と
人
と
の
交
流
が
活
発
な
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

島風景
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トピックス

1　
対
策

（
1
）
空
家
の
把
握

対
策
と
し
て
、
ま
ず
現
状
の
空
家
数
を
把
握
す
る
た

め
、
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
度
空
家
実
態
調
査
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
今
調
査
で
把
握
し
た
空
き
家
所
有

者
に
対
し
、
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い
ま
す
。
そ
の

後
調
査
結
果
を
分
析

し
、
利
活
用
希
望
者

に
対
し
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
空
き
家
の
流
動

化
を
図
り
ま
す
。

（
2
）
住
宅
整
備

次
に
東
京
都
補
助

（
島
し
ょ
山
村
地
域

に
お
け
る
移
住
定
住

体
験
住
宅
整
備
補
助
）

を
財
源
と
し
て
、
コ
ン

テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し

た
最
長
3
年
間
の
お
試

し
移
住
が
可
能
な
移
住

定
住
促
進
住
宅
の
建
設

を
令
和
5（
2
0
2
3
）

年
度
、
令
和
6（
2

0
2
4
）年
度
の
2
か

年
で
実
施
い
た
し
ま

す
。島

移
住
は
内
地
に

比
べ
定
着
率
の
低
さ

が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
事
前
に
島

生
活
を
体
験
し
、
生

パース（外観）

定住化体験住宅チラシ
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活
の
可
否
を
判
断
す
る
機
会
を
あ
た
え
る
こ
と
で
移
住

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
抑
止
出
来
る
と
考
え
て
お
り
、
今
回

最
長
3
年
と
い
う
体
験
入
居
期
間
を
設
け
て
お
り
ま

す
。体

験
期
間
終
了
後
、
定
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
公
営
住
宅
等
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

2　
関
係
人
口
（
新
島
・
式
根
島
フ
ァ
ン
）
の
創
出

移
住
は
人
生
に
係
る
大
き
な
決
断
と
な
り
ま
す
。
受

け
入
れ
る
側
も
移
住
者
の
思
い
に
対
し
丁
寧
に
ケ
ア

を
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
令
和
4
（
2
0
2
2
）

年
度
に
移
住
定
住
相
談
窓
口
を
島
内
事
業
者

「O
IG
IE

」
へ
委
託
し
、
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
同
年
移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「F

	
l
	

o
	w	

life

」
を
開
設
し
、
空
き
家
情
報
・
仕
事
・
コ
ラ
ム
な

ど
移
住
定
住
に
係
る
様
々
な
情
報
の
発
信
を
開
始
し
ま

し
た
。

案
内
窓
口
「O

IGIE

」
で
は
移
住
希
望
者
か
ら
相
談

を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
受
け
ら
れ
る
医
療
、
物
価

な
ど
移
住
後
に
関
わ
る
様
々
な
情
報
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
真
剣
に
移
住
を
考
え
る
方
に
は
、
最
長
1
か

月
移
住
体
験
が
出
来
る
「
体
験
住
宅
」
の
利
用
を
お
勧

め
し
、
地
域
の
人
達
と
の
交
流
が
出
来
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
お
り
ま
す
。

上
記
取
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
移
住
し
た
方
々
と
地

域
住
民
と
の
間
に
深
い
関
係
性
が
構
築
さ
れ
、
移
住
を

選
択
し
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
も
観
光
客
と
し
て
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
る
な
ど
関
係
人
口
（
新
島
・
式
根
島

フ
ァ
ン
）
と
し
て
島
と
関
わ
り
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

3　
今
後
の
展
望

現
在
で
も
多
く
の
方
が
新
島
村
へ
の
移
住
を
希
望

し
、
住
居
を
探
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

村
で
は
島
内
空
家
所
有
者
の
皆
様
が
移
住
者
の
皆
様

に
安
心
し
て
空
家
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

江
戸
時
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と

さ
れ
る
「
新
島
の
大
踊
」、
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年

の
11
月
30
日
、
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
の
「
風
流

踊
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、
今
、
改
め
て
新
島
村
の
貴
重

な
文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
保
存

と
後
世
に
伝
え
て
い
く
大
切
さ
に
関
心
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

「
大
踊
」
が
、
新
島
で
い
つ
の
頃
か
ら
踊
ら
れ
始
め

た
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
2
2
3
年
前

Ⅲ　
世
界
が
認
め
た
伝
統
芸
能
「
大
踊（
お
お
お
ど
り
）」

−

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

−

flowlife ロゴ　URL https://flowlife.tokyo

パース（内観）

19 18



トピックス

の
寛
政
12
（
1
8
0
0
）
年
に
は
、
す
で
に
大
勢
の
若

者
た
ち
が
お
寺
の
境
内
で
盛
大
に
踊
っ
て
い
た
記
録
が

あ
り
ま
す
。
古
く
は
島
役
所
の
庭
と
お
寺
の
境
内
で
計

4
日
間
に
わ
た
り
踊
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
、
旧
暦
の
お
盆
に
、「
本
村
」
と
「
若
郷
」
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
で
公
開
さ
れ
る
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

踊
り
そ
の
も
の
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期

に
か
け
て
、
全
国
的
に
広
ま
っ
た
「
風
流
踊
（
ふ
り
ゅ

う
お
ど
り
）」
の
流
れ
を
く
む
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
楽
器
を
使
わ
ず
音
頭
取
り
の
歌
の
み
で
踊
り
、
風

流
な
い
で
た
ち
（
茄
子
紺
の
絽
の
着

物
に
角
帯
、
印
籠
、
妻
折
笠
を
か

ぶ
り
傘
の
周
囲
に
は
カ
バ
と
い
う

1
尺
半
丈
の
縮
れ
緬
の
布
を
垂
ら

し
、
頭
か
ら
背
中
足
元
ま
で
飾
り

紐
の
下
げ
緒
を
垂
ら
し
、
足
袋
は

だ
し
）
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
テ
ン

ポ
の
中
に
う
ね
る
よ
う
な
華
麗
な

扇
子
の
動
き
に
合
わ
せ
た
踊
り

は
、
風
情
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

時
代
の
変
化
の
中
、
踊
り
手
の

確
保
難
や
、
儀
式
を
受
け
持
つ
消

防
団
組
織
の
弱
体
化
な
ど
課
題
が

多
い
中
で
、
そ
の
保
存
継
承
は
厳

し
い
現
状
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ユ

ネ
ス
コ
の
登
録
を
機
に
、
そ
の
再
興

と
保
存
継
承
に
努
め
、
民
族
芸
能

が
本
来
担
っ
て
い
る
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
連
帯
と
活
力
向
上
に
も

繋
げ
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
守
る
べ
き
は
守
り
、
そ
し
て
そ

の
時
代
に
生
き
る
人
た
ち
の
想
い
や
願
い
を
託
し
つ
つ

変
化
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
誇
り
あ
る
文
化
を
島

の
将
来
の
地
域
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

新島村の大踊

新島村　大踊
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東
京
都
区
市
町
村
と
北
京
市
区
の
交
流
は
、
昭
和
54

（
1
9
7
9
）
年
3
月
に
北
京
市
で
調
印
さ
れ
た
「
日

本
国
東
京
都
と
中
華
人
民
共
和
国
北
京
市
と
の
友
好

都
市
関
係
の
結
成
に
関
す
る
議
定
書
」
に
端
を
発
し

て
い
ま
す
。
昭
和
56
（
1
9
8
1
）
年
8
月
に
東
京

都
区
市
町
村
友
好
代
表
団
が
北
京
市
を
訪
問
し
て
以

来
、
概
ね
毎
年
交
互
に
訪
問
し
あ
い
、
交
流
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
度
か
ら
3
年
間
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
交
流
を
中
断
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
交
流
を
再
開
し
、
令
和

5
（
2
0
2
3
）
年
11
月
6
日
か
ら
同
月
10
日
ま
で
の

5
日
問
の
日
程
で
、
鄭　

皓
（
テ
イ　

コ
ウ
）
北
京
市

通
州
区
区
長
を
団
長
と
す
る
北
京
市
区
友
好
代
表
団

8
名
が
、
特
別
区
長
会
・
東
京
都
市
長
会
・
東
京
都

町
村
会
の
三
団
体
の
招
き
に
よ
り
来
日
し
ま
し
た
。

代
表
団
一
行
は
、
6
日
午
後
、
交
流
事
務
局
が
出

迎
え
る
な
か
羽
田
空
港
に
到
着
し
、
そ
の
夜
、
三
団

Ⅰ　
表
敬
訪
問
と
視
察

体
主
催
に
よ
る
代
表
団
と
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
、
東
京
都
市
長
会
会
長

の
渡
部
東
村
山
市
長
か
ら
、
今
回
で
38
回
目
と
な
る

本
事
業
は
、
東
京
都
と
北
京
市
の
友
好
関
係
を
深
め

る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
4
年
ぶ
り

に
実
施
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
の
歓
迎
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鄭
団
長
か
ら
は
、
美
し
い

東
京
都
へ
招
待
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、

日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
45
周
年
の
節
目
で
あ
る
本

年
、
こ
の
事
業
を
活
か
し
て
相
互
訪
問
や
教
育
交
流

の
長
期
的
な
仕
組
み
を
築
き
、
両
都
市
の
深
い
交
流

を
推
進
し
た
い
と
の
答
礼
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ
、
三
団
体
か

ら
は
多
摩
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
東
京
狭
山
茶
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
、
代
表
団
と
参
加
者
と
の
歓
談
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

翌
日
は
、
午
前
中
に
東
京
都
市
長
会
会
長
で
あ
る

渡
部
東
村
山
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
渡
部
市

長
か
ら
は
、
東
村
山
市
の
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
中

国
・
蘇
州
市
と
の
交
流
や
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と
し

た
、
中
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
取
組
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
紹
介
を
受
け
、
鄭
団
長
か

ら
は
、
東
村
山
市
が
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
面
で

東
京
都
市
長
会
事
務
局
・
東
京
都
町
村
会
事
務
局

北
京
市
区
友
好
代
表
団
が
訪
日

三団体主催の交流会にて（代表団、中国大使館主席公使・参事官、 
特別区長会・東京都市長会・東京都町村会の各会長）
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トピックス

の
交
流
を
重
視
し
て
お
り
、
市
の
第
5
次
総
合
計
画

に
お
け
る
将
来
都
市
像
を
体
現
し
て
い
る
と
の
話
が

あ
っ
た
ほ
か
、
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
ひ
が
っ
し
ー
）

に
つ
い
て
も
話
題
が
及
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
念

品
の
交
換
が
行
わ
れ
、
東
京
都
市
長
会
か
ら
は
、
東

村
山
市
内
で
作
ら
れ
て
い
る
板
金
製
の
折
り
鶴
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
後
は
、
市
内
の
豊
島
屋
酒
造
で
日
本
酒

を
醸
造
す
る
過
程
を
視
察
し
、
東
村
山
市
を
後
に
し

ま
し
た
。

午
後
は
、
東
京
都
町
村
会
会
長
で
あ
る
杉
浦
瑞
穂

町
長
を
表
敬
す
る
た
め
、
瑞
穂
町
役
場
を
訪
問
し
ま

し
た
。
杉
浦
町
長
、
山
﨑
町
議
会
議
長
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
、
代
表
団
の
鄭
団
長
か
ら
訪
問
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
念
品
の
交
換
が
行
わ
れ
、
東

京
都
町
村
会
か
ら
八
丈
町
の
特
産
品
「
黄
八
丈
」
の

ス
カ
ー
フ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
（
2
 
₀
 

₁
₉
）
年
度
に
完
成
し
た
瑞
穂
町
役
場
を
見
学
し
、
庁

舎
の
建
設
や
免
震
構
造
な
ど
が
話
題
と
な
り
、
終
始

和
や
か
な
う
ち
に
表
敬
訪
問
を
終
え
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
後
は
、
瑞
穂
町
郷
土
資
料
館
け
や
き
館

を
視
察
し
、
活
発
な
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

北
京
市
東
城
区
と
の
交
流
や
、
地
域
に
よ
っ
て
伝
統

や
最
先
端
な
ど
様
々
な
顔
を
持
つ
、
新
宿
の
奥
深
さ

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
鄭
団
長
か
ら
は
、

通
州
区
の
都
市
建
設
に
当
た
り
、
同
じ
く
副
都
心
で

あ
る
新
宿
区
の
駅
周
辺
な
ど
の
街
づ
く
り
を
参
考
に

し
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
品

の
交
換
で
は
、
特
別
区
長
会
か
ら
新
宿
区
の
伝
統
工

芸
で
あ
る
染
め
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
後
は
、
染
の
里
お
ち
あ
い
を
視
察
し
、

染
め
物
の
行
程
や
歴
史
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
ほ

東京都市長会会長表敬訪問（東村山市役所）

東京都町村会会長表敬訪問（瑞穂町役場）

特別区長会会長表敬訪問（新宿区役所）

3
日
目
は
、
午
前
中
に
特
別
区
長
会
会
長
の
吉
住

新
宿
区
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
日
中
双
方
の
挨

拶
が
あ
り
、
吉
住
区
長
か
ら
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
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か
、
実
際
に
染
色
体
験
を
行
い
、
日
本
の
伝
統
の
一

端
に
触
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
杉
並
区
に
あ
る
神
田
川
・
環
状
七
号
線
地

下
調
節
池
（
善
福
寺
川
取
水
施
設
）
を
訪
れ
ま
し
た
。

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
都
市
型
水
害
を
防
止
す
る
仕
組

み
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
や
模
型
を
通
じ
て
説
明
を
受
け

た
後
、
実
際
に
地
下
調
節
池
を
視
察
し
、
そ
の
ス
ケ
ー

ル
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
視
察
中
は
、
被
害

想
定
や
調
節
池
の
強
度
に
つ
い
て
な
ど
、
有
事
を
見
据

え
た
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

神田川・環状七号線地下調節池を視察

行
程
の
後
半
で
は
、
愛
知
県
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

Ⅱ　
地
方
視
察

４
日
目
は
、
豊
田
市
の
香
嵐
渓
を
見
学
し
、
色
づ
く

木
々
に
日
本
の
秋
の
風
情
を
体
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
を
視
察
し
、
水
素
自
動

車
や
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
予
定
時
間
を
超
え
る
ほ
ど
活
発
な
質
疑
応
答
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
5
日
目
は
、
あ
い
ち
産
業
科
学
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。「
産
学
行
政
連
携
」
の
製

品
開
発
や
農
業
分
野
な
ど
で
の
技
術
活
用
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
連
携
の
仕
組
み
や
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
の
技
術

革
新
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

精
力
的
に
今
回
の
友
好
交
流
の
行
程
を
終
え
た
代
表

団
一
行
は
、「
皆
さ
ま
の
歓
迎
と
熱
情
に
感
謝
し
ま

す
。
ぜ
ひ
来
年
は
北
京
市
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
」
と

い
う
言
葉
を
残
し
、
中
部
国
際
空
港
か
ら
帰
国
の
途
に

つ
き
ま
し
た
。

団
長 

鄭テ
イ　

皓コ
ウ 

北
京
市
通
州
区
区
長 

団
員 

李リ

宗シ
ュ
ウ

栄エ
イ 

北
京
市
豊
台
区
副
区
長 

団
員 

宋ソ
ウ　

鵬ホ
ウ 

北
京
市
順
義
区
副
区
長 

団
員 

劉リ
ュ
ウ　

壁コ
ン 

北
京
市
平
谷
区
副
区
長 

Ⅲ　
令
和
５（
2
0
2
3
）年
度　

北
京
市
区
友
好
代
表
団
名
簿

団
員 

馬バ　

超チ
ョ
ウ 

北
京
市
密
雲
区
副
区
長 

団
員 

蘇ソ

礼レ
イ

華カ 

北
京
市
延
慶
区
副
区
長 

団
員 

李リ　

莉リ 

北
京
市
外
事
弁
公
室
出
入
国
セ
ン
タ
ー

 
 

主
任
兼
出
入
国
処
処
長 

通
訳 

王オ
ウ

相ソ
ウ

宜ギ 

北
京
市
外
事
弁
公
室
環
太
平
洋
処
幹
部

中部国際空港にて
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トピックス

特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局

東
京
都
特
別
区
・
市
・
町
村
議
会
議
長
会

　
友
好
代
表
団
が
北
京
市
等
を
訪
問

特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
東
京
都
区
市
町
村
と
北
京

市
の
友
好
促
進
を
図
る
た
め
、
東
京
都
市
議
会
議
長
会

及
び
東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
と
と
も
に
、
北
京
市
区

人
民
代
表
大
会
と
相
互
訪
問
交
流
を
昭
和
58

（
1
9
8
3
）
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
5

（
2
0
2
3
）
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
4
年
ぶ

り
の
訪
中
と
な
り
ま
し
た
。

三
議
長
会
で
組
織
す
る
友
好
代
表
団
一
行
10
名
（
団

長
：
山
本
香
代
子
会
長
・
江
東
区
議
会
議
長
）
が
、
10

月
29
日
か
ら
11
月
2
日
ま
で
の
5
日
間
、
北
京
市
及
び

大
連
市
を
訪
問
し
、
友
好
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

友
好
代
表
団
一
行
は
、
訪
中
2
日
目
に
北
京
市
人
民

代
表
大
会
を
表
敬
訪
問
し
、

傲
霜
副
主
任
と
の
会
見

に
臨
み
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、

副
主
任
か
ら
、
歓
迎
の
言
葉
の
後
、

次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
日
中
両
国
は
互
い
に
重
要
な
隣
国
で
あ
り
、
両
国
の

Ⅰ　
北
京
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会

　

  

傲
霜（
え
ん 

ご
う
そ
う
）副
主
任
と
会
見

友
好
関
係
を
維
持
さ
せ
、
か
つ
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
両
国

民
の
願
望
で
あ
る
。
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
に
習
主
席

と
岸
田
首
相
が
バ
ン
コ
ク
で
会
談
し
た
際
、
新
し
い
時
代

に
見
合
い
、
建
設
的
で
良
好
な
日
中
関
係
を
共
に
構
築
し

て
い
く
こ
と
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
た
。

令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
45
周
年
で
あ
る
。
中
国
側
と
し
て
も
、
日
本
と
と
も

に
相
互
理
解
を
深
化
さ
せ
、
協
力
を
強
化
し
、
両
国
の

友
好
関
係
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

北
京
市
と
東
京
都
の
協
力
に
つ
い
て
ご
提
案
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
。
1
点
目
は
、
両
都
市
の
友
好
都
市
と
し

て
の
関
係
を
よ
り
強
化
し
、
多
方
面
に
及
ぶ
協
力
を
拡

大
さ
せ
る
こ
と
、
2
点
目
は
、
法
整
備
分
野
に
お
け
る

交
流
を
強
化
し
、
都
市
化
発
展
の
経
験
を
共
有
し
て
い

く
こ
と
、
3
点
目
は
区
レ
ベ
ル
の
友
好
交
流
も
支
持

し
、
友
好
の
基
礎
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ

山本団長（左）から 副主任（右）に記念品の贈呈

北京市人⺠代表大会表敬訪問記念撮影
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と
で
あ
る
。

今
回
の
ご
訪
問
で
は
通
州
区
と
東
城
区
を
訪
問
さ
れ
る
予

定
だ
と
聞
い
て
い
る
。
多
く
の
人
的
・
文
化
的
交
流
を
行

い
、
実
務
重
視
の
協
力
を
展
開
し
、
両
都
市
人
民
の
相
互
理

解
を
強
化
し
、
日
中
両
国
の
友
好
関
係
を
代
々
継
続
で
き
る

よ
う
推
し
進
め
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。
北
京
滞
在

中
、
是
非
、
多
く
の
所
を
訪
問
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
人
々
と

交
流
し
て
、
近
年
の
北
京
の
発
展
状
況
を
視
察
し
、
両
都
市

の
更
な
る
友
好
関
係
の
た
め
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。そ
し
て
、
友
好
都
市
締
結
45
周
年
の
時
は
、
両
都
市

の
友
好
関
係
は
よ
り
広
く
、
よ
り
深
く
な
り
、
よ
り
多
く
の

市
民
同
士
が
相
互
訪
問
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
皆
さ
ん
の
北
京
で
の
訪
問
が
す
べ
て
順
調
に
行
わ
れ
る

こ
と
を
祈
念
す
る
。
」

こ
れ
に
対
し
て
山
本
団
長
は
、
次
の
よ
う
な
答
礼
の
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

「
私
達
の
北
京
市
訪
問
は
、
昭
和
58
（
1
9
8
3
）
年
に

始
ま
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

4
年
ぶ
り
と
な
っ
た
が
今
回
で
18
回
目
で
あ
る
。
こ
の
間
、

東
京
と
北
京
両
都
市
の
友
好
関
係
は
、
歳
月
を
重
ね
る
ご
と

に
着
実
に
深
ま
り
と
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
は
、
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結

45
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
間
、
日
中
両
国
は
、
様
々
な
懸
案

を
適
切
に
処
理
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
協
力
と
交
流
を
推
し
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
来
年
は
東
京
都
と
北
京
市
に
お
い
て
、
友
好
都
市
締

結
45
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

私
た
ち
は
、
東
京
・
北
京
両
都
市
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を

は
じ
め
様
々
な
分
野
で
、
さ
ら
に
交
流
の
歴
史
を
重
ね
、
お

互
い
が
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る
こ
と
を
強
く
願
う
も
の
で
あ

る
。今

回
の
私
達
の
訪
問
は
、
短
い
滞
在
期
間
で
は
あ
る
が
、

こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
様
と
友
好
交
歓
を
行
い
、
理
解
と
友

情
を
一
層
深
め
て
い
き
た
い
。
」

訪
中
初
日
に
は
、
北
京
市
都
市
計
画
展
示
館
を
視
察
し
、

北
京
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
歴
史
に
つ
い
て
の
知
見
を
広
げ
ま

し
た
。
2
日
目
午
前
に
は
、
北
京
市
副
都
心
計
画
展
示
館
を

訪
問
し
、
北
京
市
副
都
心
の
計
画
や
建
設
等
に
つ
い
て
、
午

後
に
は
、
前
門
街
道
草
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
町
内
会
議
事
ス

ペ
ー
ス
等
を
訪
問
し
、
住
民
自
治
や
旧
市
街
の
保
護
と
活
性

化
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

3
日
目
は
、中
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
中
関

村
（
ち
ゅ
う
か
ん
そ
ん
）
を
訪
問
し
、
最
新
の
地
形
計
測
や

3
D
構
築
技
術
を
視
察
し
ま
し
た
。
団
員
か
ら
は
、
最
新
技

術
の
各
自
治
体
で
の
具
体
的
な
利
用
方
法
等
の
質
疑
が
あ

り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
万
里
の

Ⅱ　
友
好
代
表
団
の
視
察
及
び
交
流

長
城
、
康
陵
村
（
こ
う
り
ょ
う
そ
ん
）
を
巡
り
、
観
光
、
ま

ち
お
こ
し
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

4
日
目
は
、
北
京
を
発
ち
、
大
連
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

棒
棰
島
景
勝
地
、
東
海
公
園
、
ロ
シ
ア
人
街
を
、
5
日
目
の

最
終
日
は
、
蓮
花
山
展
望
台
、
星
海
広
場
な
ど
、大
連
市
の
観

光
や
ま
ち
づ
く
り
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

康陵村での視察
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トピックス

友
好
代
表
団
は
、
北
京
市
、
大
連
市
や
中
国
に
対
す

る
理
解
と
友
好
親
善
の
き
ず
な
を
深
め
、
帰
国
の
途
に

つ
き
ま
し
た
。

団
長　
　

江
東
区
議
会
議
長 

山
本
香
代
子

副
団
長　

国
分
寺
市
議
会
議
長 

田
中　

政
義

団
員　
　

北
区
議
会
議
長 
 

大
沢　

た
か
し

　
　
　
　

大
田
区
議
会
議
長 

押
見　

隆
太

　
　
　
　

小
平
市
議
会
議
長 

松
岡　

篤

　
　
　
　

瑞
穂
町
議
会
議
長 

山
﨑　
　

栄

　
　
　
　

大
島
町
議
会
議
長 

中
村　

佳
一

　
　
　
　
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
次
長 

秋
山　

兵
吾

　
　
　
　
東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
次
長 

内
田　

峰
夫

　
　
　
　

通
訳 

 
 

仙
波 

り
り
子

Ⅲ　
令
和
５（
2
0
2
3
）年
度

東
京
都
特
別
区・市・町
村
議
会
議
長
会
友
好
代
表
団
名
簿

前門街道草場コミュニティで説明を受ける団員

星海広場での視察
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主　
　
　
催　
特
別
区
長
会
・
東
京
都
市
長
会
・
東
京
都
町
村
会

企
画
・
運
営　
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
・
公
益
財
団
法
人
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業
「
み
ど
り
東

京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成
19

（
2
0
0
7
）
年
10
月
3
日
の
「
共
同
宣
言
」
に
基
づ

き
、
東
京
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で

あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
み
ど
り
の
保
全
に
つ
い

て
、
都
内
62
市
区
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て
取
り
組
む

事
業
で
す
。

詳
細
は
、
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ネ
ッ
ト
東
京
62　

https://all62.jp/

）

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
自
治
体
に
お
け
る
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
諸
施
策
を
検
討
・
実
施
す
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
基
礎
デ
ー
タ
で
す
。
「
み
ど
り
東

京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
平
成
19

（
2
0
0
7
）
年
に
特
別
区
を
対
象
と
し
た
「
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
算
定
手
法
」
を
独
自
に
策
定
し
、
そ
の

後
対
象
地
域
を
拡
大
し
、
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年
に

は
都
内
全
域
を
対
象
と
し
た
改
定
版
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
手
法
を
都
内
62
市
区
町
村
で
共
有
化
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
算
定
手
法
を
用
い
て
各
自
治
体
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
を
算
出
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
都
内
62

Ⅰ　
都
内
市
区
町
村
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
算
定
手
法
の
共
有
化
推
進

市
区
町
村
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

（https://all62.jp/jigyo/ghg.htm
l

）

都
内
62
市
区
町
村
で
は
、
こ
の
結
果
を
活
用
し
て
対

策
施
策
の
検
討
や
、
実
行
計
画
の
策
定
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
各
自
治
体
の
環
境
施
策
の
企
画
や
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
の
目
標
管
理
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

都
内
62
市
区
町
村
が
実
施
す
る
み
ど
り
の
保
全
や
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
組
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
各
自

治
体
の
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ネ
ッ
ト
東
京
62
」
は
、
誰
も
が
い
つ
で
も

Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
負
荷
低
減
活
動
に

参
加
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

Ⅱ　
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
助
成
金
交
付

Ⅲ　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
・

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業

「
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て

市区町村別ＣＯ２排出量（令和２(2020) 年度）
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トピックス

〈
主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
〉

・
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
内
容

・
都
内
62
市
区
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
施

策
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
「
東
京
62

市
区
町
村
イ
チ
オ
シ
環
境
施
策
」

・
都
内
62
市
区
町
村
の
環
境
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ

を
ま
と
め
た
「
市
区
町
村
環
境
デ
ー
タ
一
覧
」

・
都
内
62
市
区
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
エ
コ
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ま
と

め
た「
新
着
情
報
・
お
知
ら
せ
」、「
イ
ベ
ン
ト

一
覧
検
索
」

・
都
内
62
市
区
町
村
で
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の

レ
ポ
ー
ト
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
「
み
ど

り
東
京
レ
タ
ー
」

・
都
内
62
市
区
町
村
の
各
地
域
を
散
歩
し
て
、
地

域
ご
と
の
環
境
へ
の
取
組
を
知
り
、
感
じ
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
ス
ポ
ッ
ト
を
ク
イ
ズ
形
式
で

紹
介
す
る
「
T
o
k
y
o
62
エ
コ
散
歩
」

・
都
内
62
市
区
町
村
の
環
境
に
関
す
る
情
報
を
個

別
に
ま
と
め
た
「
環
境
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
令
和
５
（
2
0
2
3
）
年
度
事

業
の
概
要
と
令
和
４
（
2
0
2
2
）
年
度
事
業
報
告
等

を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ

ネ
ッ
ト
東
京
62
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
国
内
外
で
気
候
変
動
に
起
因
す
る
気
象
災
害

が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て
お
り
、「
気
候
危
機
」
と
言

わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
「
緩
和
策
」
と
、
気
候
変

動
の
影
響
に
よ
る
被
害
を
回
避
・
軽
減
す
る
「
適
応

策
」
に
つ
い
て
、
国
内
外
で
の
取
組
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
。

都
内
62
市
区
町
村
に
お
い
て
は
、
今
後
、「
緩
和

策
」と「
適
応
策
」
の
両
面
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
広
範
か
つ
実
効
性
の
あ
る
取
組
が
必
要
に
な
り
ま

Ⅳ　
事
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

パンフレット

Ⅴ　
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
調
査

研
究

す
。
ま
た
、
幅
広
い
分
野
で
取
り
組
む
際
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
組
が
様
々
な
波
及
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
環
境
保
全
分
野
も
含
め
た
政

策
全
体
の
最
適
化
を
図
り
な
が
ら
、
様
々
な
地
域
課

題
や
地
球
規
模
の
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
と
い
う

視
点
も
重
要
で
す
。

本
事
業
は
、
都
内
62
市
区
町
村
が
上
記
の
よ
う
に
求

め
ら
れ
る
役
割
を
認
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

特
性
に
合
わ
せ
た
「
脱
炭
素
社
会
」
と
「
気
候
変
動
に

適
応
し
た
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
研
究
す
る
も
の

で
、
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
か
ら
3
か
年
の
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

3
年
目
と
な
る
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
度
は
、
今

後
の
取
組
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
研
究
会
を
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
実
施
し
ま

「ECO ネット東京 62」のトップページ

分科会の様子
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し
た
。
研
究
会
は
、
登
録
自
治
体
に
よ
る
緩
和
策
と
適

応
策
の
2
つ
の
「
分
科
会
」
と
、
都
内
全
自
治
体
を
対

象
と
し
た
「
62
市
区
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
中
心
に

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
分
科
会
」
で
は
、
先
進
自
治
体
の
事
例
報
告
な
ど

の
情
報
提
供
や
、
モ
デ
ル
試
行
に
よ
る
「
公
共
施
設
で

の
再
エ
ネ
導
入
・
調
達
の
検
討
」
や
「
気
候
市
民
会
議

の
企
画
」
の
報
告
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
課
題
の
共
有

を
行
い
ま
し
た
。
先
進
自
治
体
の
見
学
会
も
実
施
し
、

公
・
民
・
学
連
携
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
気
候

変
動
対
策
を
導
入
・
推
進
し
、
ま
ち
の
価
値
創
造
に
つ

な
げ
て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
の
取
組
を
見
学
し

ま
し
た
。「
62
市
区
町
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
3

年
間
の
活
動
内
容
の
確
認
や
総
括
を
行
い
ま
し
た
。

本
研
究
の
成
果
を
基
に
、
多
く
の
自
治
体
が
「
緩
和

策
」
と
「
適
応
策
」
の
推
進
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
分
野
を
取
り
巻
く
情
勢
が
年
々
変
化
し
て
い

る
中
、
都
内
62
市
区
町
村
が
環
境
行
政
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、
担
当
職
員
の
能
力
開
発
、
資

質
向
上
を
図
る
こ
と
が
従
来
に
も
増
し
て
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
に
よ
り
実
施
し
、
環

境
分
野
の
担
当
職
員
が
習
得
し
て
お
く
べ
き
基
礎
的
情

報
や
環
境
施
策
の
課
題
、
先
進
事
例
、
国
内
外
の
動
き

と
い
っ
た
最
新
の
知
見
等
の
幅
広
い
内
容
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
取
り
入
れ
、
担
当

者
間
の
連
携
の
機
会
や
情
報
交
換
の
場
を
提
供
し
ま

す
。

【
令
和
５（
2
0
2
3
）年
度
の
活
動
】

・
第
1
回
研
修
会　

6
月
15
日
（
木
）

テ
ー
マ
：
「
環
境
法
令
体
系
、
環
境
事
務
事
業
及
び

予
算
に
関
す
る
基
礎
講
座
」

・
第
2
回
研
修
会　

9
月
7
日
（
木
）

テ
ー
マ
：
「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
地
方
公
共
団
体

の
役
割
と
課
題
」

・
第
3
回
研
修
会　

9
月
26
日
（
火
）

テ
ー
マ
：「
生
物
多
様
性
を
め
ぐ
る
最
新
動
向
と
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
地
域
戦
略
」

・
第
4
回
研
修
会　

10
月
27
日
（
金
）

テ
ー
マ
：
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ガ
バ

Ⅵ　
オ
ー
ル
東
京

環
境
担
当
者

研
修
会

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｇ

Ｃ
Ｆ
）
を
中
心
と
し
た
自
治
体
の
環
境

事
業
の
財
源
確
保
」

・
第
5
回
研
修
会　

11
月
15
日
（
水
）

テ
ー
マ
：
「
現
地
視
察
（
※
が
す
て
な
ー
に
）
を
踏

ま
え
た
自
治
体
に
よ
る
環
境
啓
発
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」

※
が
す
て
な
ー
に 

ガ
ス
の
科
学
館（
江
東
区
豊
洲
）

・
第
6
回
研
修
会　
令
和
6（
2
0
2
4
）年
2
月
16
日（
金
）

テ
ー
マ
：
「
自
治
体
が
取
り
組
む
気
候
変
動
適
応
の

意
義
と
動
向
」

柏市見学会の様子

オンライン研修の様子
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トピックス

本
事
業
は
、
都
内
62
市
区
町
村
等
が
主
催
す
る
住
民

祭
・
環
境
フ
ェ
ア
へ
の
出
展
等
を
通
じ
て
、
住
民
に
向

け
た
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
取
組
の
普
及
啓
発
や
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
学
習
施
設
や
庁
舎
で
行
う
展
示
等
の
際

に
、
希
望
す
る
市
区
町
村
に
展
示
物
の
貸
出
し
を
行

い
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
令
和
５（
2
0
2
3
）年
度
の
出
展
先
】

・
あ
き
る
野
市
「
あ
き
る
野
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
3
」　

5
月
13
日
（
土
）

・
昭
島
市
「
あ
き
し
ま
環
境
緑
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
　

5
月
14
日
（
日
）

・
港
区
「
エ
コ
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ア
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

2
0
2
3
」　

5
月
20
日
（
土
）

・
江
東
区
「
第
16
回
江
東
区
環
境
フ
ェ
ア
」

　
　

6
月
4
日
（
日
）

・
福
生
市
「
第
21
回
ふ
っ
さ
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
　

6
月
4
日
（
日
）

・
八
王
子
市「
八
王
子
環
境
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
3
」　

　

6
月
4
日
（
日
）

・
狛
江
市
「
第
51
回
こ
ま
エ
コ
ま
つ
り
」

　
　

6
月
4
日
（
日
）

・
東
久
留
米
市
「
第
27
回
東
久
留
米
市
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」　

6
月
10
日
（
土
）

・
葛
飾
区「
か
つ
し
か
環
境
・
緑
化
フ
ェ
ア
2
0
2
3
」　

　

6
月
11
日
（
日
）

・
調
布
市
「
第
51
回
（
令
和
5
年
度
）
調
布
市
環
境

フ
ェ
ア
」　

6
月
17
日
（
土
）

Ⅶ　
市
区
町
村
等
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
の

Ｐ
Ｒ
、
普
及
啓
発
展
示

・
千
代
田
区
「
2
0
2
3
年
度
ち
よ
だ
環
境
ま
つ
り
」

　
　

6
月
17
日
（
土
）

・
墨
田
区
「
す
み
だ
環
境
フ
ェ
ア
2
0
2
3
」

　
　

6
月
24
日
（
土
）

・
板
橋
区
「
エ
コ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ア
夏
（
Ｗ
ｅ
ｂ
版
）」

　
　

6
月
1
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

・
清
瀬
市「
2
0
2
3　

き
よ
せ
の
環
境・川
ま
つ
り
」

　

7
月
22
日
（
土
）

・
瑞
穂
町
「
瑞
穂
町
役
場
展
示
」

　
　

7
月
3
日
（
月
）
～
31
日
（
月
）

・
文
京
区
「
令
和
５
年
度
ク
ー
ル
ア
ー
ス
フ
ェ
ア
」

　
　

8
月
4
日
（
金
）

・
武
蔵
野
市
「
む
さ
し
の
エ
コ
r
e
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
夏
版
）」

　
　

８
月
５
日
（
土
）

・
青
梅
市
「
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

　
　

9
月
23
日
（
土
）

・
中
野
区
「
な
か
の
エ
コ
フ
ェ
ア
2
0
2
3
」

　
　

11
月
11
日
（
土
）

・
瑞
穂
町
「
第
50
回
瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り
」

　
　

11
月
11
日
（
土
）
・
11
月
12
日
（
日
）

・
台
東
区
「
環
境
（
エ
コ
）
フ
ェ
ス
タ
た
い
と
う

2
0
2
3
」

　
　

11
月
18
日
（
土
）
・
11
月
19
日
（
日
）

・
日
野
市
「
日
野
市
環
境
フ
ェ
ア
」

　
　

令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
2
月
10
日
（
土
）

・
板
橋
区
「
第
23
回
環
境
な
ん
で
も
見
本
市
」

　
　

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
２
月
24
日
（
土
）

「あきしま環境緑花フェスティバル」出展の様子

「2023 年度ちよだ環境まつり」出展の様子
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■
品
川
区
の
概
要

東
京
湾
に
面
し
た
臨
海
部
と
、山
の
手
に
連
な
る
大

地
か
ら
な
る
品
川
区
。旧
東
海
道
の
街
並
み
や
寺
社
仏

閣
、都
心
を
代
表
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、先
端
技
術
を
誇

る
工
場
、活
気
あ
る
商
店
街
、緑
豊
か
な
公
園
や
水
辺

空
間
な
ど
多
様
な
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。古
く
か

ら
交
通
、交
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
、考
古
学
発
祥
の

地
と
し
て
の
有
名
な
大
森
貝
塚
な
ど
歴
史
に
名
を
残

す
史
跡
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。江
戸
時
代
に
は
東
海

道
第
一の
宿
と
し
て
賑
わ
い
、明
治
時
代
に
は
京
浜
工
業

地
帯
発
祥
の
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。現
在

も
、羽
田
空
港
の
国
際
化
、品
川
駅
が
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
始
発
駅
と
な
る
な
ど
、品
川
区
は
国
際
都
市
東

京
の
玄
関
と
し
て
、さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
担
お
う
と

し
て
い
ま
す
。

定
住
意
向
は
、令
和
4（
2
0
2
2
）年
度
の
世
論

調
査
に
お
い
て
91・7
％
の
区
民
か
ら
住
み
続
け
た
い
ま

ち
で
あ
る
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
の
高
い
定

住
意
向
を
維
持
す
べ
く
、区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
さ
ら
に

伸
ば
す
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

■
子
育
て
で
選
ば
れ
る
し
な
が
わ

品
川
区
は
、「
子
育
て
・
教
育
で
選
ば
れ
る
し
な
が

わ
」の
実
現
に
向
け
、他
自
治
体
に
先
駆
け
、ス
ピ
ー
ド

「
誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
、
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
て
い
け
る
品
川
」
を
目
指
し
て

品
川
区

感
を
も
っ
て
、先
進
的
な
子
育
て
政
策
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
重
点
政
策
と
し
て
掲
げ
た「
保
育
・
給

食
・
医
療　

子
育
て
3
つ
の
無
償
化
」
を
令
和
5

（
2
0
2
3
）年
4
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
1

つ
め「
第
2
子
保
育
料
の
無
償
化
」で
は
、東
京
都
に
先

駆
け
、品
川
区
独
自
で
認
可
保
育
施
設
の
第
２
子
保

育
料
無
償
化
、認
証
保
育
所
保
育
料
助
成
の
拡
充
を

行
い
ま
し
た
。2
つ
め「
学
校
給
食
の
無
償
化
」で
は
、

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
社
会
全
体
で
支

援
す
る
取
組
み
の一
環
と
し
て
、区
立
学
校
の
児
童
・
生

徒（
都
立
や
国
立
な
ど
の
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生

徒
を
含
む
）を
対
象
に
、学
校
給
食
の
無
償
化
を
行
い
、

子
育
て
家
庭
の
負
担
と
不
安
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。3

つ
め「
高
校
生
等
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
」で
は
、子

ど
も
の
保
健
の
向
上
と
健
全
な
育
成
に
寄
与
す
る
ほ

か
、子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、0
歳
か
ら
高

校
生
等（
18
歳
の
年
度
末
）ま
で
の
子
ど
も
全
員
が
医

療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
よ
う
、所
得
制
限
や
自
己
負

担
な
し
の
無
償
化
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
品
川
区
見
守
り
お
む
つ
定
期
便
」を
開
始

し
ま
し
た
。0
歳
児
を
養
育
す
る
家
庭
は
、環
境
の
変

化
等
に
よ
り
孤
立
感
や
不
安
を
抱
え
や
す
い
こ
と
か

ら
、月
1
回
程
度
、子
育
て
経
験
の
あ
る
見
守
り
支
援

員
が
訪
問
し
、乳
児
と
養
育
者
の
養
育
状
況
の
見
守
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、訪
問
時
に
は
、お
む
つ
等
の
育

児
用
品
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

「
未
就
園
児
の
定
期
的
な
預
か
り
モ
デ
ル
事
業
」も

実
施
し
て
い
ま
す
。地
域
の
中
で
孤
立
し
や
す
い
未
就

園
児
を
保
育
所
等
で
定
期
的
に
預
か
る
こ
と
で
、子
ど

も
の
健
や
か
な
発
達
を
促
す
と
と
も
に
、在
宅
子
育
て

家
庭
に
対
す
る
継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。品
川

区
で
は
、区
の
保
健
師
が
関
わ
っ
て
い
る
家
庭
を
中
心

に
、モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
し
な
が
わ

令
和
5（
2
0
2
3
）年
3
月
に
、品
川
区
の
環
境

施
策
方
針
を
示
し
た「
品
川
区
環
境
基
本
計
画
」を

改
訂
し
ま
し
た
。本
計
画
は
5
つ
の
基
本
目
標（
地
球

温
暖
化
対
策
・
資
源
循
環
・
自
然
環
境
・
生
活
環
境
・
文

化
環
境
）と
共
通
目
標（
環
境
教
育
・
環
境
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
）で
構
成
さ
れ
て
お
り
、将
来
像「
み
ん
な
で

創
り
育
て
る
環
境
都
市
」実
現
の
た
め
、各
種
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
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区市町村だより

な
か
で
も「
地
球
温
暖
化
対
策
」は
重
要
課
題
の
1

つ
と
考
え
て
お
り
、令
和
5（
2
0
2
3
）年
6
月
に
は

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
し
な
が
わ
宣
言
」を
行
い
、区

民
・
事
業
者
・
区
が
一
丸
と
な
っ
て
令
和
32（
2
0
5
0
）

年
度
ま
で
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
取
り
組
む
こ
と
を

表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、共
通
目
標
で
あ
る「
環
境
教
育・環
境
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
も
、令
和
4（
2
0
2
2
）年
5

月
、自
然
豊
か
な
戸
越
公
園
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
品
川

区
立
環
境
学
習
交
流
施
設「
エ
コ
ル
と
ご
し
」を
中
心

に
様
々
な
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。同
施
設
は
、

体
験
型
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、身
近
な
視
点
で
環

境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、地
域

に
お
け
る
憩
い
と
交
流
の
場
と
し
て
、オ
ー
プ
ン
以
降
多

く
の
来
館
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
、広
く

区
民
の
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
、環
境
保
全
に
つ
い
て
自

ら
学
び
実
践
す
る
人
を
育
て
る
た
め
、環
境
教
育
・
環

境
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
全
区
民（
約
36
万
人
）対
象

　
「
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施

「
区
民
と
と
も
に
進
め
る
新
時
代
の
し
な
が
わ
」推

進
の
た
め
、15
歳
以
上
の
全
区
民
約
36
万
人
を
対
象
に

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。質
問
項
目
は

「
幸
福
実
感
度
や
地
域
愛
着
度
」「
羽
田
空
港
の
新
飛

行
ル
ー
ト
に
関
す
る
こ
と
」「
区
民
の
区
政
へ
の
参
加
・

参
画
」「
区
政
に
関
す
る
ご
意
見
」4
項
目
10
問
で
、多

様
化
す
る
区
民
の
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、今
後

の
区
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

■
新
庁
舎
の
基
本
設
計

昭
和
43（
1
9
6
8
）年
に
建
築
さ
れ
た
品
川
区
本

庁
舎・議
会
棟・第
三
庁
舎
は
、建
物
本
体
や
設
備
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
昨
今
は
、区
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
や
多
様
化
す
る
行
政
へ
の
要
望
に
対

応
す
る
庁
舎
の
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

品
川
区
で
は
新
庁
舎
の
整
備
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、

設
計
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
に
お
い
て
は
、ま
ず
、誰
に
と
っ
て
も
使
い
や

す
い
環
境
を
整
え
、来
庁
者
の
利
便
性
確
保
と
職
員
の

業
務
効
率
性
向
上
を
実
現
さ
せ
ま
す
。ま
た
、業
務
継

続
性
も
重
要
な
要
素
で
す
。頻
発
す
る
地
震
や
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え
た
、安
全
・
安
心
な
建
物
と

し
ま
す
。同
時
に
、環
境
へ
の
配
慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

環
境
性
能
の
高
い
持
続
可
能
な
建
物
と
し
、自
然
と
の

調
和
や
緑
化
に
も
配
慮
し
ま
す
。さ
ら
に
、新
庁
舎
が

区
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
、区
民
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
中
心

と
な
る
協
働
・
交
流
機
能
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

区
民
の
誇
り
や
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
外
観
デ
ザ
イ
ン

と
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
設
計
を
実
現
す
る
こ
と
で
区
民
や
職
員

の
満
足
度
を
高
め
、「
新
時
代
の
し
な
が
わ
」の
拠
点
と

な
る
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

エコルとごし南側外観

エコルとごし映像展示（バランスプラネット）
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■
み
ど
り
豊
か
で
都
心
に
近
く
利
便
性
に
富
ん
だ
街

練
馬
区
は
、23
区
1
位
の
農
地
面
積
を
誇
り
、特
色

あ
る
公
園
や
緑
地
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
み
ど
り

に
囲
ま
れ
な
が
ら
、都
心
に
近
く
利
便
性
に
富
ん
だ
住

宅
都
市
で
す
。

今
後
も
、大
江
戸
線
の
延
伸
や
西
武
新
宿
線
の
連
続

立
体
交
差
化
な
ど
、交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
ま
ち
づ

く
り
が
進
む
こ
と
で
人
口
増
加
が
続
き
、ま
だ
ま
だ
大

き
く
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
で
は
、平
成
30（
2
0
1
8
）年
6
月
に
、 

区
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
示
し
た「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
構
想
」を
策
定
し
、全
国
自
治
体
を
先
導
す
る

「
練
馬
区
モ
デ
ル
」を
様
々
な
分
野
で
展
開
し
て
き
ま

し
た
。こ
こ
で
は
、区
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
う
ち
、主

な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
全
国
の
自
治
体
を
先
導
す
る「
練
馬
区
モ
デ
ル
」を

展
開

○
児
童
相
談
体
制「
練
馬
区
モ
デ
ル
」の
強
化

児
童
虐
待
対
応
は
、区
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
地
域
に
根
差
し
た
寄
り
添
い
支
援
と
、東

京
都
の
児
童
相
談
所
に
よ
る
広
域
的・専
門
的
な
支
援

の
緊
密
な
連
携
が
重
要
で
す
。令
和
2（
2
0
2
0
）

年
7
月
に
区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
都
区
共

同
で
設
置
し
た
都
内
初
と
な
る「
練
馬
区
虐
待
対
応

拠
点
」に
よ
り
、実
態
に
即
し
た
都
区
の
連
携
が
強
化

み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち
へ

練
馬
区

さ
れ
、虐
待
発
生
時
の
速
や
か
な
合
同
訪
問
や
一
時
保

護
等
に
つ
な
げ
る
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。虐
待
対
応
拠
点
は
他
区
に
も
拡
大
中
で
す
。

都
は
、令
和
6（
2
0
2
4
）年
度
に（
仮
称
）東
京

都
練
馬
児
童
相
談
所
を
区
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
と
同
一
施
設
内
に
設
置
し
ま
す
。子
ど
も
を
虐
待

か
ら
守
る
た
め
、都
区
の
緊
密
な
連
携
を
更
に
深
め
、

児
童
相
談
体
制「
練
馬
区
モ
デ
ル
」を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
上
昇
の
影
響
で
、生
活
困
窮
に
関

す
る
相
談
や
、生
活
保
護
受
給
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま

す
。中
で
も
、相
対
的
貧
困
率
の
高
い
ひ
と
り
親
家
庭

は
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。練
馬
区
で
は
、平

成
29（
2
0
1
7
）年
度
に
生
活・就
労・子
育
て
の
3
つ

の
支
援
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る「
ひ
と
り
親
家
庭

自
立
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
始
し
、今
で
は
23
区
で

最
多
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
4（
2
0
2
2
）年
度
に
実
施
し
た
ひ
と
り
親

家
庭
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、自
立
に
向
け
た

支
援
策
を
更
に
充
実
し
ま
す
。ひ
と
り
親
家
庭
が
、希

望
す
る
地
域
で
仕
事
と
育
児
を
両
立
で
き
る
よ
う
、転

宅
費
用
の
助
成
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

■
ま
ち
の
姿
を
変
え
、
区
の
発
展
を
支
え
る
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

○
大
江
戸
線
の
延
伸

区
の
北
西
部
に
は
最
寄
り
の
駅
ま
で
１
㎞
以
上
離
れ

て
い
る
鉄
道
空
白
地
域
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

地
域
は
、東
京
23
区
内
で
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。大
江

戸
線
の
延
伸
は
、区
内
の
鉄
道
空
白
地
域
を
大
き
く

改
善
す
る
と
と
も
に
、区
の
更
な
る
発
展
に
必
要
不
可

欠
で
す
。

東
京
都
で
は
、令
和
5（
2
0
2
3
）年
3
月
に
副

知
事
を
ト
ッ
プ
と
す
る
庁
内
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、課
題
解
決
の
方
策
や
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。区
は
、事
業
化
に

向
け
て
、東
京
都
と
実
務
的
な
協
議
を
実
施
し
、地
域

の
皆
様
と
と
も
に
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、大
江
戸
線
延
伸
推
進
基
金

の
更
な
る
積
み
増
し
や
、効
果
的
な
活
用
方
法
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
都
と
連
携
し
な
が
ら
、一
日
も
早
い
事
業

着
手
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大江戸線の延伸
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○
西
武
新
宿
線
の
連
続
立
体
交
差
化

区
の
南
西
部
を
通
る
西
武
新
宿
線（
井
荻
駅
～
西

武
柳
沢
駅
間
）は
区
内
に
13
か
所
の
踏
切
が
あ
り
、交

通
渋
滞
や
踏
切
事
故
の
危
険
性
等
の
解
消
に
は
連
続

立
体
交
差
化
が
有
効
で
す
。区
民
、区
議
会
、区
が
一
体

と
な
り
、立
体
化
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

令
和
3（
2
0
2
1
）年
に
連
続
立
体
交
差
化
計
画
が

都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。都
と
区
が
連
携
し
て
、

令
和
5（
2
0
2
3
）年
度
に
事
業
認
可
を
取
得
し
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。連
続
立
体
交
差
化
と
と
も

に
、交
差
す
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、多
く
の
人
々
で
賑
わ
う
駅
前

空
間
の
創
出
や
、快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
を
実

現
し
ま
す
。

■
優
れ
た
文
化
芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
ま
ち
へ

○
区
立
美
術
館・貫
井
図
書
館
の
全
面
リ
ニュ
ー
ア
ル

区
は
、み
ど
り
の
中
で
誰
も
が
優
れ
た
文
化
芸
術
を

楽
し
め
る
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

美
術
館・図
書
館
を
更
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
文
化
拠
点

と
す
る
た
め
、「
ま
ち
と
一
体
と
な
っ
た
」、「
本
物
の
ア
ー

ト
に
出
会
え
る
」、「
併
設
の
図
書
館
と
融
合
す
る
」と

い
う
3
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
実
現
に
向
け
、新
し
い
美
術

館
・
図
書
館
を
創
造
し
ま
す
。現
在
、「
現
代
の
富
士

塚
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
練
馬
独
自
の
建
築
物
の
設
計
を

進
め
て
お
り
、令
和
7（
2
0
2
5
）年
度
に
着
工
し
、

令
和
10（
2
0
2
8
）年
度
に
開
館
す
る
予
定
で
す
。

○
ス
タ
ジ
オ
ツ
ア
ー
東
京
の
開
設

令
和
5（
2
0
2
3
）年
6
月
に
、と
し
ま
え
ん
跡

地
に「
ワ
ー
ナ
ー 

ブ
ラ
ザ
ー
ス 

ス
タ
ジ
オ
ツ
ア
ー
東
京

–

メ
イ
キ
ン
グ・
オ
ブ・ハ
リ
ー・ポ
ッ
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン 

し
ま
し
た
。巨
大
な
東
京
大
都
市
圏
に
あ
り
、都
心
に

近
く
公
共
交
通
が
至
便
で
あ
り
な
が
ら
、み
ど
り
豊
か

な
点
が
評
価
さ
れ
、世
界
で
2
番
目
、ア
ジ
ア
初
の
施

設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、修
学
旅
行
生
を
は
じ
め
、多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増

加
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
新
た
な
施
設
を
拠
点

と
し
て
、区
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

西武新宿線の連続立体交差化イメージ

リニューアル後の美術館イメージ

スタジオツアー東京　エントランス
‘Wizarding World’ and all related names, characters and indicia are 

trademarks of and © Warner Bros. Entertainment Inc. – Wizarding 
World publishing rights © J.K. Rowling.
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■
小
金
井
市
の
概
要

小
金
井
市
は
東
京
都
の
ほ
ぼ
中
央
、武
蔵
野
台
地
の

南
西
部
に
あ
り
、都
心
か
ら
約
25
㎞
西
方
に
位
置
し
て

い
ま
す
。約
4
㎞
四
方
と
入
り
組
み
が
少
な
い
コ
ン
パ
ク

ト
な
地
形
で
、大
き
な
都
立
公
園
や
玉
川
上
水
・
野
川

に
囲
ま
れ
、水
と
み
ど
り
に
恵
ま
れ
て
お
り
、都
会
の

利
便
性
と
自
然
の
豊
か
さ
を
併
せ
持
つ
ま
ち
で
す
。

小
金
井
の
地
名
の
由
来
は「
黄
金
に
値
す
る
豊
富
な

水
が
出
る
」こ
と
か
ら
＂黄
金
井＂
が
転
じ
て
＂小
金
井＂

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
た
玉
川
上
水
沿
い
の
桜
並
木
は
花
見
の
名

所
と
知
ら
れ
、本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
章
に
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、市
内
に
は
多
く
の
大

学
な
ど
が
あ
り
、文
教
都
市
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

■
選
ば
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

本
市
の
人
口
は
約
12
万
人
と
な
っ
て
お
り
、微
増
傾

向
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態

で
す
。本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
小
金
井
市
基
本

構
想
で
は
、「
住
み
や
す
い
」「
住
み
続
け
た
い
」と
思
う

市
民
の
割
合
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し

て
掲
げ
、市
域
の
中
央
に
位
置
す
る
Ｊ
Ｒ
中
央
線
駅
周

辺
の
再
開
発
や
区
画
整
理
に
よ
る
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出
、子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、市
民
の
し
あ
わ
せ

の
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
ほ
ど
よ
く
都
会  

ほ
ど
よ
く
田
舎
」

な
ま
ち

小
金
井
市

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、武
蔵
小
金
井
駅
周
辺
で

は
、武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
2
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
が
令
和
2（
2
0
2
0
）年
5
月
に
竣
工
し
、新

た
に
誕
生
し
た
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の
空
間「
武
蔵
小
金

井
シ
テ
ィ
ク
ロ
ス
」に
は
、大
規
模
商
業
施
設
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ａ
武
蔵
小
金
井
ク
ロ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
、多
く
の
市
民

に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。東
小
金
井
駅
周

辺
で
は
、東
小
金
井
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業
の

着
実
な
進
捗
に
よ
り
、駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
は
じ
め
、駅

前
の
様
子
が
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
。今
後

も
、武
蔵
小
金
井
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り
や
市
の
ほ
ぼ

中
央
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
新
庁
舎
・（
仮
称
）新

福
祉
会
館
建
設
等
の
大
き
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、小
金
井
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
更
に
進
展
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
の
将
来
像「
い
か
そ
う
み
ど
り　

増
や
そ
う
笑
顔　

つ
な
ご
う
人
の
輪　

小
金
井
市
」の
実
現
に
向
け
、行

政
だ
け
で
は
な
く
市
民
と
と
も
に
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

を
め
ざ
し
、市
の
魅
力
を
高
め
、市
内
外
に
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
ま
ち

小
金
井
市
で
は
、子
ど
も
の
権
利
保
障
を
図
り
、 

す
べ
て
の
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
健
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
制
定
し
た「
小
金
井
市

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、令
和
4

（
2
0
2
2
）年
9
月
1
日
に「
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
相
談
室
」を
設
置
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
」と
は
、子
ど
も
の
権
利

侵
害
に
関
す
る
相
談
・
救
済
機
関
で
、子
ど
も
が
直
接

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
る
よ
う
、子
ど
も
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
る
専
門
の
相
談
員
等
を
配
置
し
て

い
ま
す
。ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
、子
ど
も
自
身
の

気
持
ち
を
尊
重
し
、そ
の
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
良
い
方

法
を
、一
緒
に
考
え
る
場
所
で
す
。「
も
う
大
丈
夫
」と

思
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、自
ら
課
題
を
解
決
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、子
ど
も
の
本

来
持
っ
て
い
る
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、相
談
・

支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発事業。高層部は多世代に対
応した都市型住宅が、低層部は商業施設「SOCOLA 武蔵小金井クロ
ス」が令和２(2020) 年にオープンし、にぎわいを見せています。

子どもオンブズパーソンでは専門の 
相談員等が直接相談に応じています。
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区市町村だより

■
環
境
に
優
し
い
ま
ち

本
市
は
、み
ど
り
豊
か
な
自
然
環
境
を
将
来
世
代
に

継
承
す
る
た
め
、令
和
32（
2
0
5
0
）年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
、令
和
4（
2
0
2
2
）年
1
月

に
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
し
ま
し
た
。温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
を
図
る
た
め
、市
役
所
本
庁
舎
及

び
西
庁
舎
で
使
用
す
る
電
力
を
1
0
0
％
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、電
気
自
動
車

な
ど
の
次
世
代
自
動
車
の
普
及
促
進
に
向
け
た
補
助

金
交
付
な
ど
の
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
後
も
市

民
、事
業
者
、行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
温
室
効
果

ガ
ス
を
削
減
し
、地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、ま
ち
全
体
で
ご
み
削
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

循
環
型
都
市「
ご
み
ゼ
ロ
タ
ウ
ン
こ
が
ね
い
」を
目
指
し
、

ご
み
減
量
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
く
る
く
る
カ
メ
く
ん
※¹
」 

の
啓
発
活
動
と
と
も
に
、可
燃
ご
み
減
量
や
3
R
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。循
環
型
社
会
の
形
成
へ
の
取

組
と
し
て
は
、令
和
4（
2
0
2
2
）年
8
月
に
稼
働

し
た
野
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、搬
入
さ
れ
た

粗
大
ご
み
の一
部
か
ら
再
生
可
能
な
家
具
類
に
補
修
等

を
施
し
た
う
え
で
、市
民
へ
無
償
譲
渡
す
る
リ
ユ
ー
ス

事
業「
ゆ
づ
る
輪
※2

」を
試
行
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
促
進
に
よ
る
廃
棄
物
の

発
生
抑
制
を
推
進
す
る
た
め
、令
和
4（
2
0
2
2
）

年
9
月
、民
間
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
、ボ
ト
ル

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
型
給
水
機
を
市
内
13
の
公
共
施
設
に

設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、食
品
ロ
ス
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、同
年
10
月
か
ら
、食
品
ロ
ス
の
削
減
を
目
的
と

し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
小
金
井
カ
メ
す
け
※3

」を

開
始
し
ま
し
た
。小
売
店
や
飲
食
店
が
、消
費（
賞
味
）

期
限
が
迫
っ
て
い
た
り
、生
産
・
流
通
で
規
格
外
と
な
っ

た
商
品
を
、値
引
き
等
を
し
て「
小
金
井
カ
メ
す
け
」に

出
品
し
、そ
れ
を
利
用
者
が
購
入
す
る
と
い
う
環
境
に

も
お
財
布
に
も
優
し
い
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
つ
な
げ
る
た
め
に

本
市
で
は
市
域
の
数
多
く
の
場
所
で
桜
を
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。野
川
沿
い
の
紅
枝
垂
れ
桜
や
都

立
小
金
井
公
園
の
約
1
4
0
0
本
の
桜
、玉
川
上
水
の

両
岸
を
彩
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
あ
り
ま
す
。特
に
玉
川
上

水
沿
い
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
並
木
は「
小
金
井
桜
」の
名
で
親

し
ま
れ
、大
正
13（
1
9
2
4
）年
に
国
の
名
勝
に
指
定

さ
れ
る
ま
で
と
な
り
、こ
の
桜
を
愛
で
る
多
く
の
人
々
の

た
め
の
臨
時
停
車
場
と
し
て
現
在
の
武
蔵
小
金
井
駅

が
で
き
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、小
金
井
の
発
展
の

ル
ー
ツ
と
も
な
る
大
切
な
財
産
で
す
。

そ
の
小
金
井
桜
が
令
和
6（
2
0
2
4
）年
12
月
9
日

に
名
勝
指
定
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
を
記

念
し
、江
戸
時
代
か
ら
約
2
9
0
年
に
わ
た
る
桜
並
木

の
歴
史
を
尊
び
、後
世
に
貴
重
な
財
産
を
伝
え
る
た
め

の
契
機
と
し
て
、小
金
井
桜
を「
知
る　

つ
な
げ
る　

笑
顔
広
が
る
」こ
と
を
事
業
理
念
に
掲
げ
、「
名
勝
小

金
井（
サ
ク
ラ
）名
勝
指
定
1
0
0
周
年
記
念
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。特
に
未
来
を
担
う
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、郷
土
愛
を
育
み
、受
け
継
い
で

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、様
々
な
記
念
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※ 1　ごみ減量キャラクター
くるくるカメくん

※ 2　「ゆづる輪」キャラクター
ゆづルン

※ 3　「小金井カメすけ｣ キャラクター
カメすけ

名勝指定 100 周年を迎える玉川上水沿いのヤマザクラ並木。
「小金井桜」の名で親しまれています。
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■
武
蔵
村
山
市
の
概
要

武
蔵
村
山
市
は
、新
宿
副
都
心
か
ら
約
30
㎞
西
側
、

東
京
都
の
ほ
ぼ
中
央
北
部
に
位
置
し
、立
川
市
、東
大

和
市
、福
生
市
、瑞
穂
町
及
び
埼
玉
県
所
沢
市
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
に
は
、武
蔵
七
党
の
一つ
で
あ
る
武

士
団
が
こ
の
地
に
勢
力
を
の
ば
し「
村
山
党
」を
名
乗

り
ま
し
た
。ま
た
、鎌
倉
時
代
に
書
か
れ
た
歴
史
書

『
吾
妻
鏡
』に
、初
め
て
村
山
の
名
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
村
山
党
の
名
に
ち
な
ん
だ
村
山
町
も
、都
内
最
大

級
の
都
営
村
山
団
地
の
建
設
等
に
伴
い
人
口
が
急
増

し
、昭
和
45（
1
9
7
0
）年
に
人
口
約
4
万
1
0
0
0

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸

武
蔵
村
山
市

人
の
武
蔵
村
山
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
令
和
5

（
2
0
2
3
）年
9
月
現
在
の
人
口
は
約
7
万
１
０
０ 

０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
北
部
を
東
西
に
連
な
る
狭
山
丘
陵
に
は
、村
山
貯

水
池（
多
摩
湖
）、山
口
貯
水
池（
狭
山
湖
）、春
に
咲
く

カ
タ
ク
リ
の
花
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
る
野
山
北
公

園
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、現
在
鉄
道
の
通
ら
な
い
武
蔵

村
山
市
で
す
が
、昭
和
初
期
に
は
羽
村
か
ら
村
山
村

（
武
蔵
村
山
市
）を
経
由
し
て
山
口
貯
水
池
工
事
現
場

に
至
る
軽
便
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
お
り
、市
内
に
は
当

時
の
様
子
を
伝
え
る
ト
ン
ネ
ル
が
今
も
残
さ
れ
て
お

り
、軌
道
の
後
は
野
山
北
公
園
自
転
車
道
と
し
て
、季

節
を
問
わ
ず
、市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
南
に
は
、緑
豊
か
な
狭
山
丘
陵
の
麓
か
ら
南
に

向
け
て
武
蔵
野
台
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。市
内
は
、宅

地
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、い
ま
だ
に
多
く
の
畑
や
果

樹
園
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

市
の
西
側
に
は
合
わ
せ
て
50
ｈａ
を
超
え
る
優
良
な

集
団
農
地
が
あ
り
、野
菜
を
中
心
に
色
々
な
農
作
物

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
り
ん
ご
や
小
松
菜
に
つ
い

て
は
都
内
有
数
の
収
穫
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、都

内
で
は
珍
し
く
、秋
に
は
狭
山
丘
陵
の
南
斜
面
を
利
用

し
た
み
か
ん
狩
り
も
盛
ん
で
す
。

毎年春に咲くカタクリの花

緑豊かな狭山丘陵

昔ながらの農業体験
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区市町村だより

■
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
向
け
て
大
き
く

前
進

都
内
で
唯
一
駅
の
な
い
市
で
あ
る
武
蔵
村
山
市
は
、

平
成
4（
1
9
9
2
）年
12
月
24
日
、東
京
都
知
事
よ

り
、東
大
和
市
の
上
北
台
駅
か
ら
瑞
穂
町
の
箱
根
ケ
崎

駅
ま
で
の
間
を
事
業
化
す
べ
き
路
線
と
す
る
決
定
を

受
け
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
30
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
た

令
和
4（
2
0
2
2
）年
10
月
、長
き
に
渡
る
市
民
の

念
願
で
あ
る
、多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
係
る

都
市
計
画
素
案
説
明
会
が
、東
京
都
及
び
多
摩
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
株
式
会
社
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、市
に
お
い
て
も
交
通
広
場
の
整
備
に
関
す
る
都
市

計
画
素
案
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
説
明
を
行
い
ま
し

た
。さ
ら
に
、同
年
12
月
に
は
都
知
事
か
ら「
2
0
3
0

年
代
半
ば
の
開
業
を
目
指
す
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
中

で
、現
在
、市
で
は
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、ま
ち
の
更
な
る
発
展
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
各
種
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

本
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し

て
令
和
5（
2
0
2
3
）年
3
月
に
策
定
し
た「
武
蔵

村
山
市
第
二
次
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
」で
は
、将
来

像
を「
人
と
人
、ま
ち
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
、み
ど
り
豊
か

な
活
力
あ
る
ま
ち
」と
定
め
、「
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
」か
ら「
駅
を
中
心
と
し
た
、歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」へ
の
転
換
を
図
る
な
ど
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
が
延
伸
さ
れ
た
20
年
後
の
ま
ち
の
姿
を
示
し
て
い
ま

す
。多

摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、市
中
央
部
を
東
西
に
貫

通
す
る
都
市
計
画
道
路（
新
青
梅
街
道
）に
沿
っ
て
敷

設
さ
れ
る
計
画
で
、延
伸
に
よ
り
市
内
に
は
5
つ
の
新

駅
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

令
和
5（
2
0
2
3
）年
度
に
は
、新
駅
の
位
置
を

踏
ま
え
た
沿
線
及
び
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
し

て
、市
民
・
事
業
者
・
行
政
と
の
間
で
の
意
見
交
換
を
経

て
、目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将
来
像
を
明
確
に
し
、共
有

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、市
内
を
東
地
域
、中
央
地
域
、

西
地
域
の
3
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、新
た
に
設
置
さ
れ
る

駅
周
辺
ご
と
に
、地
域
の
課
題
や
魅
力
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。各
駅
周
辺
の
特
徴
を
生
か

し
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
武
蔵
村

山
市
第
二
次
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
」を
踏
ま
え
な

が
ら
、各
駅
周
辺
の
将
来
像
に
つ
い
て
特
徴
を
表
す

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
イ
メ
ー
ジ
図
を
交
え
て
表
現
し
、

「『
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
新
駅
周
辺
の
将
来
像
を
考

え
る
』市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
報
告
書
」と
し
て
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。計
3
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
し
た
が
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、市
民
の
皆
さ
ん
の
モ
ノ

レ
ー
ル
延
伸
に
対
す
る
強
い
思
い
や
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
期
待
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。市

で
は
、「
武
蔵
村
山
市
第
二
次
ま
ち
づ
く
り
基
本

方
針
」に
掲
げ
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、「（
仮

称
）多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
ま
ち
づ
く
り
方
針
」

等
、各
種
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、今
後
も
関
係

市
町
や
東
京
都
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、市
民
・
事
業

者
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、多
摩
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
の
需
要
創
出
に
も
つ
な
が
る
持
続
可
能
な
ま

ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

長年の悲願、モノレール市内延伸

まちの将来像を話し合う市⺠ワークショップ
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■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

瑞
穂
町
は
都
心
か
ら
西
へ
約
40
㎞
の
位
置
に
あ
り
、

東
西
約
5
・
5
㎞
、南
北
約
6
㎞
の
逆
三
角
形
の
形
状

で
、面
積
は
16
・
85
㎢
、標
高
は
最
高
1
9
4
ｍ
、最
低

1
1
0ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
15（
1
9
4
0
）年
11
月
10
日
、4
つ
の
村
が
合

併
し
、瑞
穂
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
の
後
、昭
和
33

（
1
9
5
8
）年
に
埼
玉
県
元
狭
山
村
の
一
部
が
合
併

し
て
、現
在
の
姿
と
な
り
ま
す
。

一
見
、町
の
風
景
は
の
ど
か
に
見
え
ま
す
が
、町
の
中

央
に
、米
空
軍
及
び
航
空
自
衛
隊
が
駐
留
す
る
横
田

基
地
が
存
在
し
、基
地
の
総
面
積
の
約
3
割
、約

2
1
0
ha
が
瑞
穂
町
域
で
、総
面
積
の
約
13
％
を
占
め

て
い
ま
す
。ま
た
、町
の
東
部
に
は
、東
京
都
の
大
切
な

自
然
を
残
す
狭
山
丘
陵
が
あ
り
、1
0
0
0
種
を
超

え
る
動
植
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
、四
季
折
々
の
自

然
景
観
は
、訪
れ
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

■
悲
願
の
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸

我
が
町
の
大
ニュ
ー
ス
と
し
て
令
和
4（
2
0
2
2
）

年
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
関
す
る
都
に

よ
る
都
市
計
画
素
案
の
説
明
会
ま
た
、令
和
5

（
2
0
2
3
）年
12
月
に
都
市
計
画
案
及
び
環
境
影
響

評
価
書
案
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、こ
れ
を
契
機
に
、

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
気
運
が
と
て
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

「
す
み
た
い
ま
ち
　
つ
な
が
る
ま
ち

あ
た
ら
し
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て

瑞
穂
町

行
政
と
し
て
も
、そ
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
、延
伸
ル
ー
ト
に
あ
る
近
隣
自
治
体
と
連
携
し

て
、モ
ノ
レ
ー
ル
を
基
軸
と
し
た
、ま
ち
の
特
性
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を
加
速
化
さ
せ
て
い
ま
す

が
、そ
の
中
で
も
、多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
に
あ
る

瑞
穂
町
が
、目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
は
じ

め
、デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
産
業

と
行
政
の
効
率
化
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
日
々
強

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
計
画
で
は
、瑞
穂
町
に（
仮
称
）No
．

6
駅
、（
仮
称
）No
．7
駅
の
2
つ
の
新
駅
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
駅
周
辺
で
特
徴
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。（
仮
称
）

No
．6
駅
は
現
在
、農
業
振
興
地
区
に
隣
接
す
る
場
所
、

も
う
ひ
と
つ
の（
仮
称
）No
．7
駅
が
Ｊ
Ｒ
八
高
線
箱
根

ケ
崎
駅
に
接
す
る
場
所
に
な
り
ま
す
。（
仮
称
）No
．6

駅
周
辺
に
つ
い
て
は
横
田
基
地
に
近
接
す
る
地
域
に
も

な
り
、以
前
か
ら
住
居
系
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

近
接
地
域
で
も
住
居
系
用
途
需
要
が
低
い
状
況
も
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、今
後
、

高
度
利
用
が
可
能
な
産
業
の
育
成
拠
点
形
成
を
計
画

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
魅
力
あ
る
町
の
玄
関
口
へ
の
変
貌
と

　
交
通
網
の
整
備

も
う
ひ
と
つ
の（
仮
称
）No
．7
駅
は
Ｊ
Ｒ
と
多
摩
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
間
の
乗
換
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、Ｊ
Ｒ
箱
根
ケ
崎
駅
と
の
連
絡
通
路
の
整
備
を
予
定

し
ま
す
。ま
た
回
遊
性
の
向
上
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

図
る
た
め
、現
在
、東
京
都
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が

ら
、箱
根
ケ
崎
駅
前
公
有
地
の
暫
定
的
な
利
活
用
に

都内出荷額第 1 位の「みずほ育ちのシクラメン」拡幅に向けて準備が進む新青梅街道
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区市町村だより

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。自
動
車

交
通
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
多
摩
地
域
の
中
で
、多
摩

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
と
Ｊ
Ｒ
八
高
線
、民
間
バ
ス
路
線
及

び
、町
の
新
た
な
公
共
交
通
の
結
節
に
よ
っ
て
、子
ど
も・

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
、誰
も
が
自
由
に
移
動
で
き

る
手
段
を
形
成
し
、自
家
用
車
の
増
加
抑
制
を
目
指

す
こ
と
が
目
的
で
す
。多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業
に

合
わ
せ
、地
域
内
外
の
交
流
が
更
に
活
性
化
さ
れ
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
農
業・商
業・工
業
の
未
来

瑞
穂
町
の
工
業
力
は
、都
内
区
市
町
村
で
も
上
位
に

位
置
し
て
お
り
、高
度
な
技
術
を
持
つ
中
小
製
造
業
の

持
続
的
発
展
と
、新
た
な
産
業
育
成
の
継
続
を
現
在

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、（
仮
称
）No
．6
駅
周
辺

に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
構
想
で
は
、農
業
・
商
業
・工
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
軸
に
、さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
を
効
果
的
に
導
入

す
る
た
め
に
、関
連
機
関
の
人
的
協
力
を
得
て
、町
の

伴
走
型
補
助
も
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。Ｍ
＆
Ａ

を
含
め
て
、後
継
者
不
足
の
解
消
、生
産
性
の
向
上
、経

営
の
戦
略
化
を
促
す
産
業
近
代
化
拠
点
の
形
成
を
目

指
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、東
京
都
の
多
摩
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想

及
び
多
摩
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
と
連
動
し
、狭
山
丘
陵

と
い
う
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
活
か
し
た
子
育
て
環
境

の
充
実
、テ
レ
ワ
ー
ク
、都
市
農
業
な
ど
、新
た
な
働
き

方
の
提
案
、水
素
な
ど
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の

ほ
か
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る
若
手
起
業
家

と
の
連
携
に
よ
る
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、都
市
間
交
流・

連
携
と
い
っ
た
新
た
な
視
点
を
ま
ち
づ
く
り
に
組
み
込

み
ま
す
。瑞
穂
町
と
し
て
具
体
的
な
発
展
可
能
性
を

示
し
、に
ぎ
わ
い
、稼
げ
る
拠
点
整
備
を
進
め
、瑞
穂
町

モ
デ
ル
の
新
し
い
働
き
方・暮
ら
し
方
を
提
案
で
き
る
よ

う
鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
瑞
穂
町

瑞
穂
町
は
こ
れ
ま
で
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
た
都
市
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
住
環
境
が
共
存
し
た
町
で
す
が
、ま
ち
づ
く
り
の

基
本
は
時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、人
と

の
交
流
が
基
盤
で
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
、対
等

な
関
係
で
自
ら
の
役
割
と
そ
の
責
任
を
分
担
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。私
た
ち
行
政
に
携
わ
る
者
も
、瑞
穂

町
に
関
係
す
る
人
々
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る

よ
う
協
働
型
社
会
の
形
成
を

は
か
る
と
と
も
に
、時
代
の
流

れ
を
踏
ま
え
、自
立
し
た
町
づ

く
り
を
可
能
と
す
る
健
全
な

行
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

第
5
次
瑞
穂
町
長
期
総
合

計
画
で
設
定
し
た
将
来
都
市

像
は「
す
み
た
い
ま
ち　

つ
な

が
る
ま
ち　

あ
た
ら
し
い
ま
ち　

～
そ
う
ぞ
う
し
よ
う　

み
ら
い

に
ず
っ
と
ほ
こ
れ
る
み
ず
ほ
～
」

で
す
。こ
の
目
標
に
向
か
い
、行

政
も
住
民
も
み
ん
な
が
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

瑞穂町から見る富士山は「関東の富士見 100 景」にも選ばれています

多摩都市モノレール

モノレール延伸による活性化が期待される JR 箱根ケ崎駅
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明
日
の
あ
だ
ち
へ
。

安
心
と
活
力
を

足
立
区
長

近
藤
　
や
よ
い

■
区
政
運
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
安
心
」と「
活
力
」

足
立
区
は
23
区
の
最
北
端
に
位
置
し
、
荒
川
を
は
じ
め
四
方
を
川
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
水
辺
や
公
園
の
緑
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
自
慢

の
一
つ
で
す
。
近
年
は
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
、
日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の
開
通
や
、
西

新
井
駅
西
口
駅
前
、
新
田
地

区
、
千
住
大
橋
地
区
な
ど
の
大

規
模
集
合
住
宅
開
発
が
大
き
く

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
令
和
5

（
2
0
2
3
）
年
12
月
1
日
現

在
、
総
人
口
は
69
万
人
に
達
し

て
い
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
区
民
の
皆
様

す
べ
て
の
「
安
心
」
と
、
そ
れ

を
支
え
る
「
活
力
」
を
生
み
出

す
施
策
を
強
力
に
推
し
進
め
、

自
治
体
と
し
て
の
持
続
可
能
性

を
高
め
て
い
く
こ
と
に
注
力
し

て
い
ま
す
。

■
大
規
模
災
害
へ
の
対
策
を
強
化
し
、さ
ら
に
安
全
な
ま
ち
へ

足
立
区
は
軟
弱
な
地
盤
に
相
ま
っ
て
、
木
造
密
集
地
域
を
抱
え
て
い

る
こ
と
、
四
方
を
川
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
地
震
や
台
風
な

ど
の
際
に
大
き
な
被
害
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
も
災
害

か
ら
区
民
の
命
を
守
る
取
組
を
強
力
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
に
は
首
都
直
下
地
震
に
お
け
る
東
京
都
の

被
害
想
定
が
10
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
、
当
区
は
全
壊
棟
数
・
死
者
数
・

負
傷
者
数
と
も
、
23
区
ワ
ー
ス
ト
と
い
う
最
悪
の
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
3
（
2
0
2
1
）
年
度
に
は
、
区
内
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は

92
・
6
％
（
平
成
19
（
2
0
0
7
）
年
度
72
・
1
％
）、
密
集
市
街
地
の

不
燃
領
域
率
は
63
・
2
％
（
平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
度
56
・
9
％
）

と
改
善
し
て
い
た
だ
け
に
、
非
常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
で
し
た
。

新
想
定
の
基
本
と
な
っ
た
50
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
の
地
盤
モ
デ
ル
が
大
き
く
影

響
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
機
を
捉
え
て
一
気
呵
成
に
対
策
を
進

め
る
た
め
、
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
度
か
ら
3
年
間
を
集
中
強
化
期

間
と
し
て
、
耐
震
補
強
工
事
や
建
物
の
除
却
、
家
具
の
転
倒
防
止
策
な

ど
の
助
成
金
に
大
幅
な
上
乗
せ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
区
民

の
皆
様
が
対
策
に
一
歩
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
一
押
し
と
な

る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
若
年
者
支
援
を
本
格
ス
タ
ー
ト

未
来
の
足
立
区
の
発
展
を
支
え
る
原
動
力
と
な
る
子
ど
も
や
若
者
世

代
の
「
学
び
」「
健
康
」
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
、
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
力
を
育
む
一
方
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
多
様
な
区
民
が

暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
を
実
現
す
る
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

特
に
、
子
ど
も
や
若
者
世
代
の
「
学
び
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
5

（
2
0
2
3
）
年
度
を
「
若
年
者
支
援
元
年
」
と
位
置
付
け
、
従
来
は

区
立
小
中
学
校
卒
業
と
同
時
に
途
切
れ
が
ち
で
あ
っ
た
支
援
の
さ
ら
な

る
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学

荒川の水辺と千住の街並み
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ずいそう

金
や
「
高
校
生
応
援
支
援
金
」
※
1
の
導
入
、「
足
立
ミ
ラ
イ
ゼ
ミ
」

※
2
の
開
塾
な
ど
、
高
校
や
大
学
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
支
援
に
大
き

く
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
。
決
し
て
見
返
り
を
期
待
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
支
援
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
将
来
「
足
立
区
だ

か
ら
で
き
た
」
「
足
立
区
で
育
っ
て
良
か
っ
た
」
と
生
ま
れ
育
っ
た
ま

ち
に
誇
り
を
持
ち
、
足
立
区
の
み
な
ら
ず
社
会
に
貢
献
で
き
る
、
活
力

を
も
た
ら
せ
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

※
1  

高
校
生
の
部
活
動
や
課
外
活
動
、
資
格
取
得
な
ど
に
か
か
る
経
費
と

し
て
5
万
円
を
支
給
（
所
得
等
の
条
件
あ
り
）

※
2  

成
績
上
位
で
塾
な
ど
の
学
習
機
会
が
少
な
い
区
内
在
住
の
高
校
1
年

生
を
対
象
に
3
年
間
の
学
習
を
通
じ
て
難
関
大
学
合
格
を
目
指
す
学

習
塾

■
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら
完
全
脱
却

足
立
区
を
取
り
巻
く
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
根
本
原
因
で
あ
る
「
治

安
・
学
力
・
健
康
・
貧
困
の
連
鎖
」
の
4
つ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
的
課
題

の
払
し
ょ
く
に
、
区
を
あ
げ
て
注
力
し
て
き
た
結
果
、
区
民
の
体
感
治

安
の
改
善
や
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
、
各
分
野
で
着
実
に
成
果
が
表
れ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
魅
力
的
な
ま
ち
の
将
来
像
を
描
き
、
民
間
活
力
の
誘
導
や
区

有
地
等
の
効
果
的
な
活
用
で
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
独
自
の
ま

ち
づ
く
り
の
手
法
「
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を
進
め
て
お
り
（
7
つ
の
エ

リ
ア
で
展
開
中
）、
こ
れ
ま
で
大
学
や
大
学
病
院
の
誘
致
、
鉄
道
の
高
架

化
な
ど
の
形
で
実
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
度
に
実
施
し
た
、
区
外
か
ら
の

足
立
区
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
調
査
に
よ
る
と
、
好
意
的
イ
メ
ー
ジ
で
捉

え
て
い
る
方
は
い
ま
だ
2
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
実
際
の
来
訪
・
体

験
は
「
良
い
」、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
は
「
悪
い
」
印
象
へ
と
作
用
し

て
い
る
傾
向
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
は

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
弱
み
の
克
服
」
や
「
ま
ち
の
新
た
な
魅

力
創
出
」
に
加
え
、「
お
い
し
い
給
食
」
な
ど
、
区
独
自
の
認
知
度
の
高

い
取
組
や
、
特
色
あ
る
新
た
な
施
策
を
「
足
立
区
の
強
み
」
と
し
て
情

報
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
区
外
か
ら
の
評
価
を
高
め
、
更
に
「
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
誰
も
が
安
心
を
実
感
し
活
力
あ
ふ
れ
る
足
立
区
の
実
現
を
目
指
す

全
て
の
区
の
取
組
の
先
に
あ
る
の
は
、
区
民
の
「
安
心
と
活
力
」
の

実
現
で
す
。
足
立
区
で
は
現
在
、
令
和
14
（
2
0
3
2
）
年
に
迎
え
る

区
制
1
0
0
周
年
を
見
据
え
、
新
た
な
基
本
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
区
民
の
誰
も
が
安
心
を
実
感
し
、
持
続
可
能

な
活
力
あ
ふ
れ
る
当
区
の
実
現
に
向
け
た
羅
針
盤
と
な
る
よ
う
、
知
恵

を
絞
り
な
が
ら
、
計
画
を
練
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

東京女子医科大学附属足立医療センター　令和 3 年度に江北駅付近に開院

文教大学　令和 3（2021）年度に区内 6 番目の大学として開設
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「
誰
に
で
も
や
さ
し
い

西
東
京
市
」
を 

つ
く
り
た
い

西
東
京
市
長

池
澤
　
隆
史

私
の
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
は
、
市
内
の
中
学
生
と
の
対
談
で
始

ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」。
西
東

京
市
は
、
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
2
月
25
日
に
「
西
東
京
市
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
環
境

を
残
す
た
め
に
、
市

民
・
事
業
者
・
市
の

オ
ー
ル
西
東
京
で
取

り
組
む
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
脱
炭
素
社
会
に

つ
な
が
る
積
極
的
で

優
れ
た
環
境
活
動
を

行
う
、
個
人
、
企
業
、

事
業
者
を
表
彰
す
る

「
に
し
と
う
き
ょ
う
環

境
ア
ワ
ー
ド
」
を
令
和

4
（
2
0
2
2
）
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
1
回
は
学
校
の
部
と
一
般
の
部
を
合
わ
せ
て
33
団
体
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
受
賞
し
た
中
学
校
の
生
徒
と
の
対
談
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
が
、
環
境
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
と
い
う
命
を
守
る

取
組
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。」
と
い
う
言
葉
で
す
。

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」
と
い
う
一
つ
の
き
っ
か
け
か
ら
、
世
界
と
の

つ
な
が
り
ま
で
を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
来
の
た
め
に
「
今
」
で
き
る

こ
と
を
継
続
し
て
い
る
と
い
う
報
告
を
受
け
て
、
大
変
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
ん
な
彼
ら
と
一
緒
に
未
来
を
つ
く
る
こ
と
の
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

■
オ
ー
ル
西
東
京
を
実
現
す
る

西
東
京
市
は
「
次
世
代
へ
の
責
任
あ
る
選
択
」
を
市
政
の
基
本
理
念

と
し
て
掲
げ
、
令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
か
ら
よ
り
取
組
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
私
の
長
い
公
務
員
経
験
で
は
、
市
役
所
の
多
岐
に
わ
た
る
分

野
、
全
て
の
業
務
で
、
全
職
員
が
意
識
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
縦
割
り
に
な
り
や
す
い
組
織
に
横

串
を
通
し
て
オ
ー
ル
西
東
京
を
実
現
す
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
が
で
き
た
お
か
げ
で
目
標
を
達
成
し
続
け
て
い
る
の
が
、
市

の
財
政
面
の
健
全
化
で
す
。
2
年
続
け
て
市
債
残
高
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
て
い
る
の
は
、
全
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
高
い
か
ら
こ
そ
の

結
果
で
す
。

財
政
戦
略
は
、
必
要
な
こ
と
へ
の
積
極
的
投
資
、
不
要
部
分
の
削
減

や
改
善
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。
削
減
だ

け
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
こ
と
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
の
工
夫
は
本
当
に
大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま

す
。
全
職
員
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

■
聴
い
て
実
現
す
る
こ
と
が
大
切

私
の
市
役
所
で
の
最
初
の
勤
務
は
「
水
道
部
業
務
課
」。
市
民
の
お

宅
を
訪
問
し
て
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
た
り
料
金
を
徴
収
し
た
り
す
る
の

が
仕
事
で
し
た
。
こ
の
経
験
が
そ
の
後
の
私
の
「
現
場
主
義
」
の
原
点

で
す
。

私
は
各
方
面
の
視
察
や
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
折
、
多
く
の
市
民
の

「にしとうきょう環境アワード」受賞の中学生とともに
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ずいそう

み
な
さ
ん
と
お
目
に

か
か
り
お
話
を
伺
う

機
会
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
私
は
現
場
主
義

を
貫
い
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
触
れ
合

い
、
語
り
合
い
、
議

論
で
き
る
機
会
を
多

く
設
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
さ
ら
に
、

課
題
の
解
決
や
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
は
、「
聴
く
」

だ
け
で
は
な
く
「
聴

い
て
実
現
す
る
」
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
若

い
方
々
と
の
交
流

は
、
新
し
い
情
報
や
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
っ
た
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
り
、
楽
し
く
て
有
意
義
で
す
。
若
い
職
員
か
ら
も
良
い
意
見
が
た

く
さ
ん
出
ま
す
。
そ
れ
ら
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
具
現
化
し
、
活
か

し
て
い
く
こ
と
に
も
重
点
を
置
い
て
い
き
ま
す
。

■
発
信
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
強
化

「
誰
に
で
も
や
さ
し
い
西
東
京
市
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
と

市
役
所
が
相
互
理
解
を
深
め
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
一
致
協
力
す
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
更
に
密
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
の
広
報
活
動
を
大
き
く
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
、
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
9
月
に
広
報
専
門
職
を
配
置
し
、
効
果

的
な
広
報
戦
略
と
組
織
づ
く
り
、
職
員
の
研
修
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
組
織
内
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
重
要
だ
と
考
え
、
私
と
副
市

長
、
教
育
長
も
、
管
理
職
職
員
と
同
じ
席
に
着
き
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
一
緒
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
意

見
を
言
い
に
く
い
の
で
は
…
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
杞
憂
で
、
い
つ
も
と
は
違
う
視
点
で
の
話
が
聞
け
て
、
と
て
も
良
い

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

私
た
ち
西
東
京
市
職
員
は
、
担
当
の
職
種
に
か
か
わ
ら
ず
「
全
職
員

が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
一
方
的
に
情
報
を

発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
情
報
交
流
の
機
会
や
手
段
を
多
く
設
け
て
市

民
と
対
話
し
、
西
東
京
市
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

田
無
市
と
保
谷
市
の
市
民
の
意
向
調
査
に
基
づ
い
て
誕
生
し
た
西
東

京
市
。
今
度
は
、
西
東
京
市
の
市
民
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
市
民
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
誰
も
が
納
得
す
る
「
市
民
に
と
っ
て
や
さ
し
い
ま

ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
随
想
文
が
皆
様
の
お
目
に
留
ま
る
頃
、
私
の
令
和
6

（
2
0
2
4
）
年
は
大
学
生
と
の
対
談
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「
環
境
と
平
和
に
つ
い
て
」。

彼
ら
は
、
大
学
生
1
0
0
人

以
上
が
参
加
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

を
運
営
し
て
お
り
、
地
域
住
民

が
楽
し
く
集
い
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
多
世
代
交

流
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
を
年
間
20

回
以
上
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

西
東
京
市
の
地
域
活
性
化
や
子

ど
も
の
教
育
に
も
貢
献
し
て
い

る
そ
の
活
動
は
、
多
く
の
市
民

か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
発
想
力
と
ア
イ
デ
ア
を

形
に
す
る
実
行
力
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
多
く
あ
る
は
ず
で
す
。
世

代
を
超
え
て
今
一
緒
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
、
ま
ち
も
人
も

大
き
く
育
て
る
た
め
の
活
力
を

得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

第 17 回縄文の森の秋まつりの参加者とともに

NPO 主催「水族館を作ろう！」に参加の学生とともに
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人
に
や
さ
し
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

日
の
出
町
長

田
村
　
み
さ
子

■
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち　
日
の
出

日
の
出
町
は
、
都
心
か
ら
西
方
50
㎞
に
位
置
し
、
面
積
は
28
・
07
㎢

で
、
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
の
表
玄
関
に
あ
た
り
、
あ
き
る
野
市
と

青
梅
市
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

町
の
人
口
は
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
１
月
１

日
で
１
万
６
３
０
０
人

で
、
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
身
近
に
自

然
が
あ
ふ
れ
、
鉄
道
の
駅

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
圏
央

道
日
の
出
イ
ン
タ
ー
や

イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出
の

開
業
に
よ
り
、
利
便
性

は
向
上
し
、
自
転
車
や

車
で
の
移
動
が
で
き
る

暮
ら
し
は
快
適
で
す
。

戸
建
て
住
宅
地
の
開

発
も
進
み
、
暮
ら
し
や

す
い
こ
と
か
ら
、
人
と
自

然
が
調
和
し
た
「
東
京

で
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
暮

ら
し
」
が
で
き
る
町
と
し

て
、
住
民
満
足
度
の
高
い

町
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

■
三
多
摩
は一つ
な
り

町
で
は
、
広
域
行
政
の
理
念
に
則
り
、
お
互
い
に
困
っ
た
こ
と
は
助
け
合
う
「
三

多
摩
は
一
つ
な
り
」
の
大
き
な
理
念
の
も
と
、
東
京
三
多
摩
地
域
の
廃
棄
物
広
域
処

分
場
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

開
設
当
時
、
多
摩
地
域
３
６
５
万
人
（
現
行
４
２
３
万
人
）
の
都
民
が
排
出
す
る

ご
み
を
埋
め
立
て
な
が
ら
、
土
地
造
成
に
協
力
し
た
い
と
い
う
申
し
入
れ
を
受
け
、

町
議
会
は
も
と
よ
り
直
接
の
地
元
自
治
会
（
第
３
・
第
22
自
治
会
）
の
同
意
を
得

て
、
昭
和
59
（
１
９
８
４
）
年
よ
り
埋
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
第
二
処
分

場
の
二
ツ
塚
処
分
場
と
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
施
設
が
開
場
し
て
お
り
ま
す
が
、
周
辺
環

境
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
順
調
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
地
元
自
治
会
に
よ
る

立
会
い
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
埋
立
て
が
終
了
し
て
い
る
第
一
処
分
場
の
谷
戸
沢
処
分
場
は
、
秋
に
は
一

面
に
す
す
き
の
原
が
広
が
り
、
里
山
の
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
跡
地
利
用

と
し
て
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
場
所
で
、
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
を
整
備
し
、
平

成
25
（
２
０
１
３
）
年
東
京
多
摩
国
体
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
今
で
は
町
民
だ
け
で
な
く
、
広
く
三
多
摩
都
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
施

設
と
し
て
大
会
な
ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
身
近
な
自
然
を
満
喫

日
の
出
町
の
西
側
は
山
間
部
で
あ

り
、
町
名
の
由
来
と
な
っ
た
日
の
出

山
（
標
高
９
０
２
ｍ
）
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
方
が
登
山
に
訪
れ
、
麓

に
あ
る
日
帰
り
温
浴
施
設
「
つ
る
つ

る
温
泉
」
と
あ
わ
せ
て
人
気
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
清
流
平
井
川
が
町
の
西
か

ら
東
に
流
れ
て
い
て
、
釣
り
や
マ
ス

の
つ
か
み
取
り
が
で
き
る
「
さ
か
な

園
」が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ロ
ン

ヤ
ス
会
談
が
行
わ
れ
た「
日
の
出
山

荘
」、「
ひ
の
で
野
鳥
の
森
自
然
公

園
」
や
イ
ケ
メ
ン
大
佛
と
し
て
知
ら

れ
る
「
鹿
野
（
ろ
く
や
）
大
佛
」な
ど

が
あ
り
、
町
内
各
地
を
巡
っ
て
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空から見た日の出町

さかな園
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ずいそう

■
子
育
て
支
援
と
高
齢
者
支
援

町
で
は
、
十
数
年
前
か
ら
子
育
て
世
代
と
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、
ク
ー
ポ
ン
配

布
や
現
金
給
付
等
を
積
極
的
に
進
め
、
町
独
自
の
福
祉
施
策
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
人
口
減
少
の
一
定
の
歯
止
め
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
国
・
都
の
事
業
が
充
実

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
在
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
で
は
、
15
歳
ま
で
の
こ
ど
も
に
月

５
千
円
支
給
す
る
「
未
来
わ
く
わ
く
支
援
金
」
を
は
じ
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ

ど
も
に
10
万
円
支
給
す
る
「
未
来
旅
立
ち
支
援
金
」
の
支
給
と
と
も
に
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、「
こ
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
た
く
ま
し
く
そ
だ
つ
ま
ち
」
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
子
育
て
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
支
援
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
費
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
月
５
千

円
を
上
限
に
助
成
す
る
「
高
齢
者
医
療
費
助
成
」
を
は
じ
め
、「
高
齢
者
が
安
心
し

て
幸
せ
に
暮
ら
す
ま
ち
」
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
経
済
的
な
支
援
だ
け
で
は
な
く
、

新
た
な
「
支
援
の
か
た
ち
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
認
知
症
施
策

が
あ
り
ま
す
。
東
京
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
小
学
生
や
商
店
、
事
業
所
な
ど
、
多

様
な
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
高
齢
者
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
選
択
と
集
中　
協
働
事
業
で
新
し
い
時
代
へ
の
歩
み
を
確
実
に

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
抜
け
出
し
て
、
新
し
い
時
代
の
扉
を
開
こ
う
と
す
る
と
き
、
過
去

の
制
度
や
事
業
、
組
織
を
ど
う
変
え
て
い
く
の
か
、
そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
判
断
が

必
要
で
す
。
町
の
限
ら
れ
た
資
源
を
行
政
だ
け
で
や
り
く
り
を
す
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
住
民
や
各
種
団
体
の
知
恵
と
資
源
を
広
く
集
め
て
、
協
働
・
共
創
事
業
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
我
が
町
で
も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
観
光
の
目
玉
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
機
関
車
バ
ス
」
が
古
く
な
り
、
手
放
さ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
再
活
用
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
落
札
し
た
の
は

町
内
の
会
社
で
し
た
が
、
今
で
は
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
知
恵
を
集
め
た
い
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
空
地
の
活
用
、
施
設

の
統
合
建
替
え
、
空
き
家
問
題
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
な
ど
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で

す
。「人

に
や
さ
し
い
と
は
ど
ん
な
町
で
す
か
？
」
「
住
み
よ
い
と
は
ど
ん
な
町
で
す

か
？
」
そ
う
問
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二十歳（はたち）を祝う会の会場を盛り上げた機関車バス 桜まつり
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●
公
益
財
団
法
人

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
の
活
動
状
況

● 

概
要

当
協
会
は
、
東
京
都
内
の
区
市
町
村
の
健
全
な
発
展
を
図

る
た
め
に
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
等
）
の
収
益
金
等
を
活
用
し
、
区
市
町

村
の
財
政
支
援
の
た
め
の
貸
付
事
業
等
、
区
市
町
村
を
支
援

す
る
事
業
を
行
い
、
都
民
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

○
令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
の
事
業
活
動

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
に
実
施
し
た
事
業
（
令
和
６

（
２
０
２
４
）年
１
月
末
現
在
）の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１　

区
市
町
村
に
対
す
る
資
金
貸
付
事
業

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
宝
く
じ
の

交
付
金
を
財
源
と
し
て
、
災
害
対
策
事
業
及
び
区
市
町
村

が
緊
急
に
整
備
を
要
す
る
公
共
施
設
整
備
事
業
の
資
金
と

し
て
、
次
の
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

⑴
短
期
貸
付

当
該
年
度
内
に
貸
付
・
償
還
さ
れ
る
も
の
で
、
主
と
し

て
災
害
対
策
事
業
や
緊
急
の
施
設
等
整
備
事
業
の
つ
な
ぎ

資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
は
貸
付
総
額
50
億
円
の
枠

で
、
４
月
に
５
億
９
千
万
円
（
災
害
関
連
事
業
・
施
設
整

備
事
業
）
の
資
金
が
１
町
１
村
で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
長
期
貸
付

長
期
貸
付
対
象
は
、
地
方
債
の
届
出
、
同
意
又
は
許
可

さ
れ
た
事
業
と
し
、
貸
付
予
定
額
の
範
囲
内
で
東
京
都
に

区
市
町
村
別
の
枠
配
分
を
依
頼
し
、
そ
の
枠
配
分
に
基
づ

き
５
月
22
日
に
区
市
町
に
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

貸
付
額
は
、
特
別
区
が
７
区
50
億
円
、
市
町
村
が
24
市

町
村
51
億
４
千
５
０
０
万
円
で
総
額
１
０
１
億
４
千

５
０
０
万
円
で
し
た
。

〈
貸
付
利
率
〉

①
償
還
期
間
５
年
以
内
（
据
置
期
間
１
年
以
内
）

　

年
０
・
０
５
％

②
償
還
期
間
10
年
以
内
（
据
置
期
間
２
年
以
内
）

　

年
０
・
２
％

③
償
還
期
間
15
年
以
内
（
据
置
期
間
３
年
以
内
）

　

年
０
・
４
％

④
償
還
期
間
20
年
以
内
（
据
置
期
間
３
年
以
内
）

　

年
０
・
６
％

２　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
交
付
金
の
区
市
町
村
へ
の
交
付

事
業東

京
都
か
ら
交
付
さ
れ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
収
益
金
を
、
区
市
町
村
が
行
う
地
方
財
政
法
第
32
条

に
基
づ
く
公
共
事
業
や
公
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事
業

で
地
方
行
政
の
運
営
上
緊
急
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
に
対
し
て
交
付
す
る

も
の
で
す
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
は
、
14
億
６
７
３
０
万
円

余
を
均
等
割
50
％
人
口
割
50
％
の
割
合
で
全
区
市
町
村
に

交
付
し
ま
す
。

３　

区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
助
成

⑴
62
区
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成

①
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

東
京
の
62
区
市
町
村
が
連
携
・
共
同
し
て
緑
保
全
や
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
み
、
各
自
治
体
や
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
自
然
環
境
保
護
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

推
進
を
図
る
た
め
の
事
業
に
対
し
、
総
額
１
億
３
４
４
１

万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑵
東
京
39
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す

る
助
成

①
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業

多
摩
・
島
し
ょ
地
域
の
市
町
村
の
各
種
広
域
連
携
活
動

や
既
存
の
連
携
活
動
の
活
性
化
を
促
し
、
多
摩
・
島
し
ょ

の
魅
力
を
高
め
る
東
京
39
市
町
村
の
共
同
事
業
に

１
億
８
２
４
３
万
６
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究
等
事
業

市
町
村
の
行
財
政
等
に
関
す
る
調
査
研
究
、
情
報
提
供

及
び
普
及
啓
発
を
行
い
自
治
の
振
興
を
図
る
事
業
に

１
億
２
９
９
３
万
３
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

③
多
摩
26
市
自
治
推
進
事
業

共
通
す
る
行
政
課
題
に
つ
い
て
の
政
策
提
言
や
観
光
地

域
づ
く
り
等
に
よ
り
、
都
内
26
市
の
自
治
の
振
興
を
図
る

事
業
に
３
億
２
１
３
１
万
４
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

④
多
摩
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

東
京
都
26
市
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

事
業
に
１
０
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑤
多
摩
・
島
し
ょ
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
事
務
処

理
効
率
化
推
進
事
業

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
関
す
る
事
業
を
支
援
等
に
よ
り
、
住
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東京都区市町村振興協会の活動状況

民
の
利
便
性
向
上
と
自
治
体
業
務
の
効
率
化
を
促
進
す
る

事
業
に
11
億
７
０
１
０
万
７
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑥
東
京
都
町
村
自
治
推
進
事
業

国
等
に
対
す
る
要
望
活
動
や
行
政
課
題
に
資
す
る
各
種

の
調
査
研
究
事
業
等
を
通
じ
て
東
京
都
13
町
村
の
自
治
の

振
興
を
図
る
事
業
に
７
７
１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑦
西
多
摩
及
び
島
し
ょ
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業

東
京
都
13
町
村
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
事
業
に
２
３
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑧
東
京
自
治
会
館
本
館
再
整
備
事
業
に
係
る
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
委
託
事
業

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
委
託

に
よ
り
、
東
京
自
治
会
館
本
館
再
整
備
に
向
け
た
基
本
計

画
の
策
定
等
を
実
施
す
る
事
業
に
５
２
０
０
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

⑨
東
京
自
治
会
館
オ
ン
ラ
イ
ン
化
推
進
と
市
町
村
職
員
の

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
等
事
業

東
京
自
治
会
館
の
会
議
室
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進

し
、
市
町
村
職
員
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
に
資
す
る
事
業

に
２
０
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑶
23
特
別
区
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成

①
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業

各
区
及
び
23
特
別
区
が
全
国
各
地
域
と
連
携
・
交
流
を

さ
ら
に
深
め
、
東
京
を
含
め
た
全
国
各
地
域
の
経
済
の
活

性
化
、
地
域
の
振
興
を
図
る
事
業
に
１
億
３
４
３
６
万

２
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

②「
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
」
事
業

特
別
区
及
び
地
方
行
政
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
を
行
う
事
業
に
１
億
４
５
５
６
万
９
千
円
を
助
成

し
ま
す
。

③
（
仮
称
）
東
京
区
政
会
館
別
館
（
特
別
区
職
員
研
修

所
）
整
備
事
業

特
別
区
職
員
研
修
所
が
入
居
す
る
東
京
区
政
会
館
別
館

の
改
築
事
業
に
31
万
５
千
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

⑷
区
市
町
村
が
共
同
し
て
設
置
し
た
団
体
が
行
う
区
市
町
村

振
興
事
業
に
対
す
る
助
成

①
特
別
区
の
自
治
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
事
業

特
別
区
制
度
に
係
る
調
査
研
究
（
特
別
区
制
度
懇
談
会

等
）、
特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
の

事
業
に
１
億
５
２
１
６
万
３
千
円
を
助
成
し
ま
す
。
（
公

財
）
特
別
区
協
議
会

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
普
及

啓
発
等
事
業

市
町
村
の
行
財
政
等
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
機
関
誌

の
発
行
等
の
事
業
に
１
億
１
６
３
３
万
７
千
円
を
助
成
し

ま
す
。（
公
財
）
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会

③
多
摩
東
京
移
管
１
３
０
周
年
事
業

多
摩
地
域
の
神
奈
川
県
か
ら
東
京
府
へ
の
移
管
に
つ
い

て
、
市
町
村
民
等
の
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
事

業
に
２
８
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
（
公
財
）
東
京
市

町
村
自
治
調
査
会

⑸
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業
へ
の
助
成

行
政
の
専
門
職
及
び
行
政
実
務
の
専
門
家
に
求
め
ら
れ

る
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
能
等
の
向
上
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
特
別
区
と
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
共
同
研
修

事
業
に
各
々
３
５
０
０
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

⑹
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成

東
京
都
の
区
市
町
村
と
北
京
市
の
区
と
の
友
好
交
流
事

業
に
つ
い
て
２
千
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

４　

区
市
町
村
の
振
興
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業

自
治
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区
市

町
村
の
自
然
や
文
物
、
行
政
活
動
な
ど
を
幅
広
く
紹
介
す

る
区
市
町
村
の
情
報
誌
「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は

し
」
を
３
０
０
０
部
発
行
し
、
区
市
町
村
職
員
及
び
一
般

住
民
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
配
布
し
ま
す
。

（参考）令和5（2023）年度の実績
○サマージャンボ･サマージャンボミニ＋クイックワン
　発売期間 令和5（2023）年7月4日から8月4日まで　

✤クイックワンは8月1日～8月31日発売分
　売上額（都） 74億4,781万円
　収入額　 25億1,160万円
〇ハロウィンジャンボ･ハロウィンジャンボミニ＋クイックワン
　発売期間 令和5（2023）年9月20日から10月20日まで

✤クイックワンは9月1日～9月30日発売分
　売上額（都） 40億3,690万円
　収入額　　 14億6,730万円　※全額62市区町村へ交付
●貸付･助成事業（予定）
･ 区市町村の施設整備等への資金貸付 102億  600万円
　貸付残高累計    839億2,352万円
･ 区市町村共同事業への助成   27億1,766万円
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○
令
和
６（
２
０
２
４
）年
度
の
事
業
計
画（
予
定
）

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
の
東
京
62
区
市
町
村
の
振
興

と
都
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
計
画
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

１　

区
市
町
村
に
対
す
る
資
金
貸
付
事
業

区
市
町
村
に
対
し
、
災
害
に
関
す
る
事
業
及
び
施
設
等

整
備
事
業
の
資
金
と
し
て
、
短
期
及
び
長
期
の
貸
付
を
行

い
ま
す
。

⑴
貸
付
枠

貸
付
枠
は
、
短
期
貸
付
50
億
円
、
長
期
貸
付
１
１
０
億

円
⑵
貸
付
対
象
事
業

①
災
害
時
に
お
け
る
区
市
町
村
等
の
緊
急
融
資
事
業
及
び

災
害
防
止
対
策
事
業
等

②
区
市
町
村
等
に
お
け
る
緊
急
に
整
備
を
要
す
る
施
設
等

整
備
事
業
（
た
だ
し
、
長
期
貸
付
に
あ
っ
て
は
、
地
方

債
の
届
出
、
同
意
又
は
許
可
を
受
け
て
い
る
事
業
）

⑶
貸
付
利
率

短
期
貸
付　

貸
付
日
の
財
務
省
財
政
融
資
資
金
満
期
一

括
償
還
５
年
以
内
の
貸
付
利
率
を
下
回
る
率
（
た
だ
し
、

当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
が
０
・
01
％
未
満
の
場

合
に
つ
い
て
は
、
当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
と
同

率
）。
災
害
関
連
事
業
は
利
息
免
除
。

長
期
貸
付　

償
還
期
限
を
５
年
、
10
年
、
15
年
及
び
20

年
の
４
種
類
と
し
、
財
務
省
財
政
融
資
資
金
の
同
一
償
還

期
限
の
貸
付
利
率
を
下
回
る
率
（
た
だ
し
、
当
該
財
政
融

資
資
金
の
貸
付
利
率
が
０
・
01
％
未
満
の
場
合
に
つ
い
て

は
当
該
財
政
融
資
資
金
の
貸
付
利
率
と
同
率
）。

２　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
交
付
金
の
区
市
町
村
へ
の
交
付
事
業

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
発
売
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
等
収
益
に
係
る
東
京
都
交
付
金
を
均
等
割

50
％
、
人
口
割
50
％
の
割
合
で
全
て
の
区
市
町
村
に
交
付

し
ま
す
。

３　

区
市
町
村
振
興
共
同
事
業
助
成

⑴
62
区
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る

助
成み

ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

⑵
東
京
39
市
町
村
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す

る
助
成

①
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助
成
事
業

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究
等
事
業

③
多
摩
26
市
自
治
推
進
事
業

④
多
摩
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

⑤
多
摩
・
島
し
ょ
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
事
務
処

理
効
率
化
推
進
事
業

⑥
東
京
都
町
村
自
治
推
進
事
業

⑦
西
多
摩
及
び
島
し
ょ
地
域
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
事
業

⑧
東
京
自
治
会
館
本
館
再
整
備
事
業

⑨
再
整
備
を
契
機
と
す
る
新
規
共
同
事
務
の
構
築
に
関
す

る
調
査
研
究
業
務

⑶
23
特
別
区
が
連
携
及
び
共
同
し
て
行
う
事
業
に
対
す
る
助

成①
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業

②
「
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
」
事
業

⑷
区
市
町
村
が
共
同
し
て
設
置
し
た
団
体
が
行
う
区
市
町
村

振
興
事
業
に
対
す
る
助
成

①
特
別
区
の
自
治
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
事
業

②
東
京
39
市
町
村
の
自
治
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
普
及

啓
発
等
事
業

③
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
情
報
資
源
活
用
事
業

⑸
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業
に
対
す
る
助
成

行
政
の
専
門
職
及
び
行
政
実
務
の
専
門
家
と
し
て
求
め

ら
れ
る
高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
能
等
の
向
上
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
区
市
町
村
職
員
共
同
研
修
事
業

⑹
日
中
友
好
交
流
事
業
に
対
す
る
助
成

都
内
区
市
町
村
と
北
京
市
の
区
と
の
間
の
友
好
交
流
事

業
４　

区
市
町
村
の
振
興
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業

自
治
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区
市

町
村
の
紹
介
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
た
区
市
町
村
の
情
報

誌
「
と
う
き
ょ
う
自
治
の
か
け
は
し
」
の
発
行
・
配
布
。
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関
東
大
震
災
は
、表
紙
の
写
真
を
は
じ
め
と
し
て
、各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。	

そ
れ
か
ら
１
０
０
年
が
経
過
し
た
東
京
。こ
の
間
も
地
震
や
火
山
噴
火
、風
水
害
な
ど
自
然
災
害
の

脅
威
に
直
面
し
ま
し
た
が
、そ
の
都
度
人
々
は
支
え
合
い
、復
興
に
向
け
た
歩
み
を
進
め
、現
在
の

東
京
の
街
並
み
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

「
と
う
き
ょ
う
の
災
害
対
策
」を
テ
ー
マ
と
し
た
今
号
の「
グ
ラ
ビ
ア
」で
は
、ソ
フ
ト
面・ハ
ー
ド
面
を

問
わ
ず
、関
東
大
震
災
を
始
め
と
し
た
過
去
の
災
害
の
教
訓
を
活
か
す
た
め
の
取
組
や
、今
後
発
生

し
得
る
災
害
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
の
取
組
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
、各
自
治
体
の
皆

さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
グ
ラ
ビ
ア
」を
通
じ
て
、災
害
対
策
が
多
岐
に
わ
た
る
と
と
も
に
、

各
自
治
体
の
特
性
に
応
じ
た
災
害
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
論
考
」で
は
、慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
准
教
授
の
大
木
聖
子
先
生
に「
防
災
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。学
校
で
の
防
災
教
育
等
に
注
力
さ
れ
て

い
る
大
木
先
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
、研
究
室
の
学
生
と
取
り
組
ま
れ
て
い
る「
リ
ア
ル
防
災
訓
練
」

や
、都
内
の
自
治
体
が
防
災
を
行
う
意
味
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、防
災
教
育
は
、そ
の
言
葉
か
ら
学
生
を
対
象
と
す
る
印
象
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、幼
稚

園・保
育
園
世
代
の
子
ど
も
や
そ
の
親
世
代
、地
域
住
民
の
方
々
な
ど
、ど
の
世
代
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。大
木
先
生
が
携
わ
っ
た
学
校
関
係
者
や
地
域
住
民
に
よ
る

避
難
所
の
開
設
訓
練
で
は
、最
終
的
に
千
人
以
上
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
と
い
う
お
話
を
伺
い
、そ
の

規
模
に
大
変
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。地
域
で
一
体
と
な
っ
て
防
災
教
育
を
展
開
す
る
流
れ
が
広
ま
り
、

大
木
先
生
が
理
想
と
さ
れ
る「
防
災
」が「
文
化
」と
な
る
よ
う
な
社
会
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

こ
の
度
は
ご
多
用
の
中
、快
く
記
事
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
執
筆
者
の
皆
さ
ま
及
び
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、編
集
後
記
の
執
筆
時
に
、令
和
６（
２
０
２
４
）年
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。ま
た
厳
寒
の
最
中
、被
災

さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、１
分
で
も
１
日
で
も
早
い
復
興
を
切
に	

願
い
ま
す
。

編

集

後

記

宝
く
じ

幸
運
の
女
神

◆
久
保
田　

茉
衣（
く
ぼ
た　

ま
い
）

趣　

味
：
読
書
、お
菓
子
作
り
、掃
除
、筋
ト
レ

特　

技
：
フ
ラ
ダ
ン
ス
、ア
コ
ー
ス
テ
ィッ
ク
ギ
タ
ー
、華
道

抱　

負
：
宝
く
じ
を
通
し
て
皆
さ
ま
に
幸
運
と
夢
を
お
届
け
で
き
る
の

が
心
か
ら
楽
し
み
で
す
。持
ち
前
の
幸
せ
た
っ
ぷ
り
な
笑
顔
で

全
国
を
回
り
ま
す
！

	

私
自
身
、宝
く
じ
フ
ァ
ン
な
の
で
、全
国
の
宝
く
じ
フ
ァ
ン
の

仲
間
に
お
会
い
で
き
ま
す
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

	

１
年
間
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

幸
運
の
女
神

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
宝
く
じ
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
や
、

宝
く
じ
抽
選
会
で
の
司
会
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。	

令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
に
選
ば
れ
た
５
名
の「
女
神
」の
う
ち
東
京
都
在
住

の
久
保
田
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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